
居
延
漢
簡
劾
状
関
係
冊
書
の
復
原
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鷹

取

祐

司

～
　
掴
要
約
】
　
秦
漢
裁
判
制
度
研
究
に
と
っ
て
簡
績
資
料
は
糎
め
て
貴
重
な
資
料
を
提
供
す
る
。
～
九
七
三
・
七
四
年
出
土
居
延
漢
簡
に
は
「
謝
状
」
と
呼
ば

　
れ
る
一
連
の
簡
が
含
ま
れ
、
こ
れ
は
裁
判
手
続
き
の
最
初
に
位
置
す
る
挙
劾
の
文
書
で
あ
り
、
挙
劾
乎
続
き
復
原
の
絶
好
の
材
料
で
あ
る
。
こ
の
劾
状
関

　
係
冊
書
の
復
原
作
業
を
通
じ
て
、
挙
劾
の
具
体
的
手
続
き
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

　
　
劾
状
は
文
書
送
付
の
際
に
添
附
さ
れ
る
送
り
状
三
種
類
と
、
ほ
ぼ
同
内
容
の
文
書
本
文
二
種
類
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
構
成
部
分
の
記
載
様

　
式
や
文
言
・
内
容
の
分
析
や
、
整
磁
本
文
と
送
り
状
と
の
組
合
せ
の
検
討
を
経
て
、
穂
状
薄
書
全
体
が
復
原
さ
れ
る
。
復
原
さ
れ
た
劾
状
は
異
な
る
機
能

　
を
持
つ
二
通
の
文
書
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
そ
の
二
通
の
文
書
は
送
付
経
路
を
異
に
す
る
。
か
か
る
文
書
の
作
成
・
送
付
形
態
か
ら
、
挙
試
乎
続
き
及
び

…　

ﾙ
判
制
度
に
関
し
て
幾
つ
か
の
特
徴
が
指
摘
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
七
九
巻
玉
口
一
ワ
　
一
九
九
六
年
九
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
秦
漢
裁
判
制
度
に
つ
い
て
は
従
来
『
史
記
』
及
び
『
漢
書
』
張
湯
伝
の
鼠
裁
判
の
記
事
か
ら
、
わ
ず
か
に
「
得
」
「
劾
」
「
仁
治
」
「
伝
隠
縫
」

「
訊
鞠
」
「
急
報
」
と
い
っ
た
手
続
き
が
知
ら
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
展
延
漢
心
を
始
め
と
す
る
簡
版
資
料
の
発
見
は
そ
の
手
続
き
の
具
体
的

復
原
を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
質
量
を
利
用
し
た
研
究
は
張
湯
伝
以
外
に
見
え
な
い
重
書
に
集
中
し
、
そ
の
他
の
手
続
き
は
文
献
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ら
そ
の
内
容
が
類
推
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
復
原
は
あ
ま
り
問
題
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
と
こ
ろ
が
、
一
九
七
三
・
七
四
年
出
土
居
延
漢
簡
に
は
愚
状
関
連
の
一
連
の
簡
が
含
ま
れ
、
そ
の
劾
状
は
「
劾
」
字
が
示
す
如
く
挙
劾
の
文

　
　
　
③

書
で
あ
る
。
こ
の
劾
状
関
係
簡
は
裁
判
の
挙
劾
手
続
き
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
文
書
そ
の
も
の
で
あ
り
、
挙
劾
の
手
続
き
を
具
体
的
に
復
原
・
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解
明
す
る
為
の
絶
好
の
資
料
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
景
状
の
血
書
復
原
作
業
と
そ
の
基
礎
的
考
察
が
主
に
行
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
挙
劾
の
手

続
き
の
旦
ハ
体
的
復
原
と
裁
判
制
度
に
お
け
る
挙
劾
の
位
置
を
解
明
す
る
た
め
の
基
礎
作
業
に
他
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
後
志
の
よ
う
に
劾
状
は
一
案
件
に
附
き
三
種
類
の
送
り
状
と
、
ほ
ぼ
同
内
容
の
二
種
類
の
本
文
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

成
部
分
を
ど
う
組
合
せ
冊
書
全
体
を
復
原
す
る
か
は
、
劾
状
の
機
能
・
性
格
を
理
解
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
閥
題
で
あ
る
。
特
に
、
三
種
類

の
送
り
状
の
組
合
せ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
組
合
せ
の
仕
方
に
よ
っ
て
復
原
さ
れ
る
濃
紫
の
送
付
経
路
が
完
全
に
異
な
っ
て
く
る
。
黒
影
に
は
挙

証
者
、
そ
の
所
属
す
る
極
官
、
県
及
び
県
獄
が
現
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
機
関
等
が
劾
状
の
作
成
・
送
付
に
ど
の
様
に
係
わ
っ
て
い
る
の
か
は
挙

劾
手
続
き
の
み
な
ら
ず
裁
判
制
度
全
体
の
理
解
に
お
い
て
も
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
例
え
ば
、
文
書
作
成
や
送
付
過
程
と
先
述
機
関
等
と
の
関

連
形
態
は
挙
劾
の
権
隈
や
そ
の
具
体
的
運
用
形
態
と
い
っ
た
問
題
と
、
劾
状
の
最
終
送
付
先
は
裁
判
権
の
所
在
と
い
っ
た
問
題
と
密
接
に
関
連

し
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
本
稿
で
行
わ
れ
る
劾
状
の
冊
書
復
原
作
業
は
、
劾
状
の
解
釈
の
み
な
ら
ず
、
裁
判
制
度
研
究
の
上
で
も
極

め
て
重
要
な
作
業
な
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
本
稿
で
の
劾
状
冊
書
復
原
作
業
は
裁
判
制
度
研
究
上
の
意
義
と
同
時
に
、
漢
代
の
特
徴
と
さ
れ
る
文
書
行
政
の
一
斑
、
即
ち
裁
判
と

い
う
場
に
お
け
る
文
書
行
政
の
具
体
的
展
開
の
復
原
と
い
う
意
義
を
も
併
せ
持
つ
も
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
の
劾
状
復
原
作
業
で
は
、
特
に
送
り
状
の
文
言
の
検
討
が
中
心
と
な
る
。
漢
簡
中
の
文
書
に
見
え
る
記
載
様
式
は
ほ
ぼ
定
式
化
さ
れ

た
簡
略
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
記
載
内
容
の
正
確
な
解
釈
の
為
に
は
、
記
載
様
式
や
常
套
句
的
文
言
を
他
の
簡
願
文
書
と
比
較
対
照
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
。
従
っ
て
、
文
言
を
一
つ
一
つ
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
簡
贋
の
解
釈
に
は
省
略
し
得
な
い
手
続
き
と
考
え
る
。
ま
た
、

文
言
の
検
討
は
簡
岩
心
の
用
例
か
ら
そ
の
意
味
を
帰
納
的
に
決
定
す
る
と
い
う
方
法
で
行
わ
れ
、
文
献
は
補
助
的
に
利
用
さ
れ
る
。
な
お
、
漢

簡
の
釈
文
・
図
版
は
謝
桂
華
・
李
均
明
・
朱
国
招
『
居
延
漢
簡
釈
文
合
校
』
（
文
物
出
版
社
　
一
九
八
七
）
、
労
棘
『
居
延
漢
簡
　
図
版
之
部
』
（
中

央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
　
一
九
五
七
）
、
　
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
・
甘
雨
省
博
物
館
・
申
国
文
物
研
究
所
・
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所

『
居
延
新
客
　
甲
渠
二
十
』
（
中
華
面
罵
　
｝
九
九
四
）
、
甘
職
工
文
物
考
古
研
究
所
『
敦
燈
漢
画
』
（
中
華
書
屋
　
「
九
九
一
）
に
主
と
し
て
依
り
、
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郡
太
守

「
県
獄

県
令
（
長
）

丞

一
都
尉
府
一
候
官
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薇
夫

里

都
尉
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候候
史長

靴
隊
…
長

①
　
大
庭
一
九
五
八
・
一
九
入
一
、
徐
垂
雪
一
九
七
八
、
愈
韓
超
一
九
七
八
、

　
…
九
八
五
・
一
九
九
二
・
一
九
九
五
、
連
線
名
…
九
八
六
、
池
田
一
九
九
五
な
ど
。

　
こ
の
う
ち
籾
山
一
九
八
五
は
裁
判
手
続
き
全
体
を
復
原
す
る
。

②
　
行
論
の
過
程
で
明
ら
か
に
な
る
如
く
、
厳
密
に
言
え
ば
「
劾
状
」
は
「
状
辞
日
」

　
で
始
ま
り
「
状
具
此
」
で
結
ば
れ
る
文
書
を
指
す
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
文
書
も

　
こ
の
「
劾
状
」
と
一
組
を
為
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
本
稿
で
劾
状
と
い
う
場
合

　
は
こ
の
狭
義
の
「
劾
状
」
を
含
め
た
一
組
の
劾
状
関
係
簡
全
体
を
指
す
。

③
「
劾
」
は
後
述
の
如
く
「
告
発
」
に
当
た
る
が
、
本
文
中
で
は
「
劾
」
字
を
含

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

文
中
の
記
号
は
『
居
延
新
誌
』
に
従
う
。

　
本
論
に
入
る
前
に
劾
状
の
資
料
的
性
格
に
触
れ
て
お
こ
う
。
劾
状
は
甲
渠
候
官
祉
の

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

建
物
内
丁
六
八
地
点
か
ら
多
く
出
土
し
て
い
る
が
、
丁
六
八
出
土
劾
状
簡
は
冊
書
に
復

原
可
能
な
も
の
が
多
く
、
ま
た
、
文
書
正
本
と
思
わ
れ
る
謹
直
な
字
体
の
当
食
者
案
冊

書
国
●
喝
●
目
①
c
。
二
逡
～
鱒
O
『
も
同
地
点
か
ら
出
土
し
て
い
る
の
で
、
T
六
八
出
土
簡
は

保
管
さ
れ
て
い
た
文
書
と
推
測
さ
れ
る
。
T
四
八
・
F
二
五
出
土
簡
に
も
丁
六
八
出
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

簡
と
同
筆
・
同
内
容
の
歯
状
関
係
簡
が
見
ら
れ
る
の
で
、
元
六
丁
六
八
に
保
管
さ
れ
て

い
た
学
人
前
書
が
散
乱
し
た
の
だ
ろ
う
。
劾
状
は
甲
渠
一
一
の
追
加
文
書
（
後
述
送
り
状

C
）
も
含
め
て
一
案
件
の
夢
現
全
体
が
同
筆
で
あ
る
が
、
文
書
正
本
を
冒
頭
か
ら
順
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

複
写
し
た
控
え
と
は
思
わ
れ
な
い
点
が
幾
つ
か
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
に
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

す
る
が
、
劾
状
に
現
れ
る
人
物
は
他
の
簡
に
も
見
え
る
実
在
の
人
物
で
あ
る
か
ら
、
劾

状
の
案
件
が
現
実
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　
な
お
、
本
稿
に
関
係
す
る
範
囲
の
統
治
組
織
は
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
籾
山
　
　
　
　
　
む
表
現
を
用
い
た
い
の
で
「
挙
劾
」
と
表
記
す
る
。

④
　
後
述
の
送
り
状
B
・
B
と
C
は
厳
密
に
い
え
ば
そ
れ
自
体
が
文
書
本
文
で
あ
り
、

　
文
書
送
付
の
た
め
に
文
書
本
文
に
添
附
さ
れ
る
送
り
状
で
は
な
い
が
、
便
宜
上
本

　
稿
で
は
送
り
状
と
呼
ぶ
。

⑤
　
饒
宗
願
・
李
町
明
｝
九
九
五
で
は
「
劾
」
を
現
在
の
起
訴
と
解
し
、
劾
状
は
「
呈

　
文
」
「
髪
上
」
「
状
辞
」
の
三
部
分
で
構
成
さ
れ
る
と
す
る
。
「
呈
文
」
は
本
稿
で

言
う
送
り
状
（
A
・
B
・
B
・
C
全
て
）
、
「
劾
文
」
は
本
文
非
「
状
」
、
「
状
辞
」

　
は
本
文
「
状
」
に
当
た
る
。
ま
た
、
「
状
辞
」
に
は
爵
位
・
姓
馬
・
籍
貫
・
年
齢
・
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職
業
等
を
含
む
原
告
身
分
の
明
示
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
劾
状
の

　
送
付
経
路
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。
角
谷
一
九
九
三
で
は
、
劾
状
の
内
容
と
そ

　
の
大
ま
か
な
送
付
状
況
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。

⑥
本
稿
で
は
一
九
三
〇
・
潔
＝
年
出
土
居
延
簡
は
原
簡
番
号
の
後
に
出
土
地
番
号

　
を
、
敦
煙
簡
は
原
簡
下
金
の
後
ろ
に
『
敦
煙
雨
簡
』
の
簡
番
号
を
附
記
す
る
。
ま

　
た
、
原
簡
で
重
文
記
号
「
こ
に
作
る
部
分
は
、
木
曾
引
用
に
際
し
て
全
て
文
字

　
に
改
め
る
。

⑦
『
居
然
新
簡
甲
渠
候
官
』
上
所
載
「
甲
渠
候
官
遺
肚
発
掘
探
方
分
布
図
」
参
照
。

⑧
　
図
伽
℃
・
6
幽
。
。
”
c
。
は
国
●
℃
・
臼
①
G
。
”
お
b
。
と
同
筆
同
内
容
、
ま
た
団
・
勺
．
門
心
。
。
”
刈

　
と
国
●
℃
．
男
謡
“
江
も
同
筆
で
T
六
八
出
土
簡
と
よ
く
似
た
筆
跡
で
あ
る
。

⑨
　
鋼
筆
の
日
附
（
H
W
齢
℃
．
己
「
①
G
g
”
卜
。
㊤
、
鼻
同
”
鼻
“
）
や
署
名
（
目
．
℃
．
目
①
Q
。
韓
誌
讐
謀
）
、

　
圧
縮
し
て
書
か
れ
た
別
筆
部
分
（
閃
。
弓
。
］
つ
①
O
o
韓
ω
①
）
、
文
字
間
隔
の
不
均
一
（
国
・

　
勺
●
日
①
。
。
”
H
。
。
－
O
ω
）
、
追
記
（
目
・
弓
。
↓
①
Q
◎
”
　
H
『
－
卜
δ
㎝
糟
ド
0
『
）
、
文
途
中
で
の
改
行

　
（
一
田
・
H
》
．
d
［
①
o
◎
”
⑦
一
噂
㊤
O
）
、
文
中
の
空
白
（
国
．
℃
。
日
⑪
。
。
”
謡
）
な
ど
が
あ
り
、

　
文
書
作
成
段
階
の
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
明
ら
か
に
文
書
正
本
を

　
複
写
し
た
控
と
思
わ
れ
る
も
の
（
円
．
勺
・
男
卜
。
卜
。
”
匿
①
～
届
O
と
団
・
℃
・
男
卜
。
b
◎
“
日
Q
。
刈

　
～
b
。
O
戸
）
に
は
、
こ
の
う
ち
の
追
記
以
外
は
見
ら
れ
な
い
。

⑩
後
掲
不
侵
守
候
長
業
劾
状
の
発
儒
者
不
侵
守
候
長
業
は
第
二
章
第
二
節
所
掲
悶
．

　
勺
．
蜀
卜
。
b
。
鱒
①
Q
。
〇
十
寸
O
O
に
、
令
史
立
蟷
螂
の
下
官
夏
侯
諦
は
後
述
の
如
く
国
・
℃
・

　
鴎
図
O
…
9
誌
噛
置
に
見
え
、
ま
た
西
宮
令
史
謙
劾
状
の
漏
彊
が
こ
れ
以
前
に
斥
免

　
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
角
谷
…
九
九
三
で
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

一
　
劾
状
送
り
状
の
検
討

居延漢簡冠状関係冊書の復原（鷹取）

　
始
め
に
本
稿
の
考
察
対
象
で
あ
る
劾
状
を
一
つ
例
示
し
て
お
こ
う
。
居
延
常
安
亭
長
乱
言
等
五
人
が
武
器
等
を
盗
み
逃
亡
し
た
こ
と
を
不
侵

守
塾
長
陳
業
が
挙
濡
し
た
も
の
で
、
以
下
挙
劾
者
の
名
を
取
っ
て
不
管
守
候
長
業
翼
状
と
呼
ぶ
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
叉
状
は
既
に
謹
書
全
体

の
排
列
が
復
原
さ
れ
た
形
で
あ
り
、
括
弧
内
は
劾
状
構
成
部
分
の
本
稿
で
の
呼
称
で
あ
る
。

　
（
本
文
非
「
状
」
）

　
　
　
酒
今
月
三
日
壬
寅
、
居
延
常
安
亭
長
王
閥
・
闊
子
男
同
・
攻
虜
亭
長
趙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
．
勺
●
日
①
。
。
…
q
り

　
　
　
常
及
客
民
趙
閾
・
萢
窮
㎜
等
五
人
倶
亡
。
皆
共
盗
官
兵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
．
℃
．
日
④
。
。
…
8

　
　
　
繊
千
銭
以
上
、
帯
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
睡
願
℃
’
↓
①
。
。
”
⑦
一

　
　
　
刀
劔
及
気
門
…
、
又
各
持
錐
・
小
尺
白
刀
・
箴
各
一
、
蘭
越
甲
渠
當
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
団
■
℃
・
日
①
。
。
”
ひ
N

　
　
　
曲
黙
塞
、
從
河
水
中
天
田
出
。
○
案
、
常
等
持
禁
物
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
曹
℃
●
日
①
○
。
”
①
。
。
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蘭
越
塞
干
邊
關
傲
。
逐
捕
未
得
。
嘗
案
験
未
寛
。

（
送
り
状
B
）

　
建
武
六
年
三
月
庚
子
朔
甲
辰
、
不
侵
守
候
長
業
劾
、

　
居
延
払
。
以
律
令
從
事
。

移

（
本
文
「
状
」
）

　
⑧
状
。
融
閏
、
公
乗
、
居
延
中
宿
里
、
年
五
十
｝
歳
、
姓
陳
氏
。

　
今
年
正
月
中
、
府
補
業
守
候
長
、
署
不
侵
部
、
主
領
吏

　
　
候
備
潤
目
盗
賊
爲
職
。
通
今
月
三
日
壬
寅
、
居
延
常
安
亭
長

　
王
閥
・
閥
子
男
同
・
攻
虜
亭
長
趙
常
及
客
民
趙
閾
・
萢
嘉
等

　
五
人
倶
亡
。
皆
共
盗
官
兵
、
臓
千
銭
以
上
、
帯
大
刀
劔
及
鍍
各
一
、

　
又
肩
持
錐
・
小
尺
白
刀
・
箴
各
一
、
蘭
越
甲
渠
當
曲
黙
塞
、
從
河

　
水
中
天
口
出
。
案
、
常
等
持
禁
物
、
繭
越
塞

　
干
邊
關
傲
。
逐
捕
未
得
。
官
案
験
未
寛
。
以
此

　
知
日
劾
。
無
長
吏
使
劾
者
。
状
具
此
。

（
送
り
状
A
）

　
建
武
六
年
三
月
庚
子
朔
甲
辰
、
不
侵
守
候
長
業
敢

　
言
之
。
謹
移
劾
状
一
編
。
敢
言
之
。

（
送
り
状
。
）

　
三
月
三
酉
、
甲
渠
守
候
　
移
移
居
延
。
窩
移
。
如
律
令
。
／
橡
諌
・
令
畳
語

国
・
勺
』
①
。
。
”
鷲
　
吻

　
　
　
　
　
　
　
　
α

　
　
　
　
　
　
　
　
8
2

国
．
℃
■
日
①
Q
◎
韓
α
刈

閃
●
剛
。
日
①
Q
Q
…
㎝
Q
◎

国
’
℃
．
日
①
c
◎
”
①
c
◎

目
．
娼
’
日
①
Q
◎
…
①
り

国
●
℃
●
日
⑰
Q
Q
”
刈
O

団
．
℃
。
日
①
Q
◎
”
刈
一

国
・
℃
・
日
①
c
Q
”
刈
b
o

国
●
℃
●
日
①
Q
。
…
刈
ω

国
。
℃
．
8
①
c
o
”
圃
湛

閃
。
℃
。
6
①
c
Q
…
刈
q

国
・
℃
●
日
①
c
◎
…
圃
①

閏
。
℃
・
同
①
c
Q
…
㎝
僻

国
・
℃
．
日
①
o
◎
鱒
G
η
㎝

国
。
℃
・
日
①
G
◎
”
切
Φ



1
　
送
り
状
の
種
類

居延臣簡劾状関係冊書の復原（鷹取）

　
劾
状
に
含
ま
れ
る
送
り
状
は
前
掲
不
膚
守
候
護
憲
歯
状
に
見
え
る
三
種
と
、
後
述
の
甲
渠
守
候
長
昌
林
劾
状
に
含
ま
れ
る
送
り
状
、

　
　
建
武
六
年
四
門
日
川
己
巳
痴
朔
己
丑
、
　
田
」
渠
候
長
田
臼
林
劾
。
將
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
団
。
勺
。
日
α
C
Q
…
Q
Q
一

　
　
良
、
歩
出
延
獄
。
以
律
令
從
事
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
・
℃
・
↓
①
。
。
”
。
。
b
。

と
の
四
種
類
が
見
い
出
さ
れ
、
各
な
の
書
式
は
次
の
と
お
り
ま
と
め
ら
れ
る
。

　
A
”
（
年
号
）
○
年
○
月
（
干
支
）
朔
（
干
支
）
（
官
名
）
（
名
前
）
敢
言
之
。
宮
移
書
状
一
編
。
敢
雷
之
。

　
B
”
（
年
号
）
○
年
○
月
（
干
支
）
朔
（
干
支
）
（
官
名
）
（
名
前
）
劾
。
移
居
延
獄
。
以
律
令
従
事
。

　
ぴ
”
（
年
号
）
○
年
○
月
（
干
支
）
朔
（
干
支
）
（
官
名
）
（
名
前
）
劾
。
将
某
詣
居
冷
艶
。
以
律
令
従
事
。

　
C
”
○
月
（
干
支
）
（
官
名
）
（
名
前
）
移
居
延
。
写
移
。
如
律
令
。

こ
れ
ら
の
送
り
状
に
は
同
一
日
越
の
も
の
が
多
く
、
そ
れ
を
集
め
る
と
A
・
B
・
C
又
は
A
・
矧
・
C
の
三
種
類
で
一
組
を
成
し
て
い
る
。
送

り
状
B
と
ぽ
は
「
移
」
と
「
将
某
詣
」
が
相
違
す
る
だ
け
で
、
第
二
章
二
節
で
述
べ
る
如
く
義
挙
劾
者
の
身
柄
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
は
獄
、

未
確
保
な
ら
ば
B
が
選
択
的
に
使
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
実
は
こ
の
同
一
日
附
で
の
ま
と
め
方
で
は
不
都
合
が
生
じ
、
送
り
状
の
組
合
せ
は
A

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
B
（
ノ
B
）
と
が
同
一
発
信
者
で
あ
る
こ
と
を
基
準
に
す
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
、
一
案
件
の
劾
状
に
つ
い
て
、
送
り
状
発
信
老
は
A
と
B
（
げ
）

が
同
一
、
C
が
甲
骨
郭
候
で
、
そ
れ
ら
は
同
一
目
附
が
多
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
前
掲
不
専
守
候
長
々
樋
状
は
T
六
八
出
土
劾
状

で
唯
一
の
三
月
附
で
あ
る
か
ら
、
三
月
己
酉
附
の
送
り
状
C
を
こ
れ
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
で
は
次
に
、
各
送
り
状
の
文
言
の
検
討
に
移
ろ
う
。
行
論
の
都
合
上
送
り
状
C
か
ら
。
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2
　
送
　
り
　
状
　
C

84（734乏

　
送
り
状
C
は
年
号
記
載
が
無
く
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
が
、
か
か
る
文
書
は
独
立
文
書
で
は
な
く
、
他
の
文
書
に
追
加
さ
れ
て
一
文
書
を
形

成
す
る
も
の
で
あ
る
（
大
庭
一
九
八
｝
）
。
元
康
五
年
詔
書
冊
の
如
く
、
上
級
機
関
か
ら
の
文
書
を
更
に
下
達
す
る
場
合
に
は
、
か
か
る
記
載
様

式
の
詔
蟹
行
下
之
辞
を
文
書
冊
末
尾
に
追
加
し
送
付
す
る
（
大
庭
一
九
六
一
）
。
詔
後
払
下
之
辞
の
如
く
、
送
付
さ
れ
て
き
た
文
書
を
更
に
送
付

す
る
際
に
文
書
末
尾
に
追
加
さ
れ
る
文
書
を
、
以
下
「
中
継
転
送
文
書
」
と
称
す
る
。
次
掲
の
黙
長
病
書
写
に
も
含
ま
れ
る
。

　
　
建
武
三
年
三
月
丁
亥
朔
己
丑
、
城
北
黙
長
煎
敢
言
之
。

　
　
廼
二
月
壬
午
、
病
加
丙
脾
雍
種
鋼
脅
丈
満
、
不
耐
食
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
●
勺
●
扇
卜
・
卜
。
“
G
。
O

　
　
飲
。
未
能
視
事
。
敢
雷
之
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
団
。
勺
．
閏
b
。
b
。
“
。
。
H

　
　
三
月
丁
亥
朔
辛
卯
、
城
北
守
候
長
匡
敢
言
之
。
謹
爲
移
黙
長
煎

　
　
召
書
、
如
牒
。
敢
言
之
。
今
言
府
請
令
就
医
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閃
◎
℃
。
閃
卜
⊃
b
。
“
c
。
b
。

肩
鎧
発
信
文
書
図
・
℃
．
閏
b
つ
じ
。
“
G
。
9
c
。
一
が
部
に
送
付
さ
れ
、
署
長
は
中
継
転
送
文
書
国
●
℃
・
男
b
。
b
。
…
。
◎
N
を
そ
の
末
尾
に
追
加
し
て
関
宮
へ
送
付

し
て
い
る
。
最
後
の
「
今
庄
府
請
令
就
医
」
は
古
筆
で
器
官
の
判
断
を
追
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
様
に
、
下
達
・
上
申
と
い
う
文
書
送
付

方
向
に
拘
わ
り
無
く
、
送
付
さ
れ
て
き
た
文
書
を
更
に
中
継
転
送
す
る
場
合
に
は
、
転
送
者
発
信
の
中
継
転
送
文
書
が
追
加
さ
れ
る
が
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

は
年
号
が
な
く
月
か
ら
始
ま
る
記
載
様
式
を
取
る
。
従
っ
て
、
年
号
記
載
の
無
い
送
り
状
C
は
中
継
転
送
文
書
で
あ
る
。
こ
の
中
継
転
送
文
書

で
注
目
さ
れ
る
の
は
「
写
移
」
と
い
う
文
言
で
あ
る
。
こ
れ
は
送
り
状
C
に
も
見
え
る
が
、
国
●
弼
・
目
認
”
。
。
c
。
跨
に
、

　
　
図
謹
。
謹
写
髪
霞
移
。
謁
報
酒
泉
太
守
府
。
敢
需
之
。

と
あ
る
如
く
、
文
書
を
複
「
写
」
し
て
「
移
」
送
す
る
こ
と
で
あ
る
（
籾
山
一
九
九
二
）
。
そ
れ
故
、
中
継
転
送
文
書
に
は
よ
く
見
ら
れ
、
上
申

文
書
な
ら
ば
黙
長
病
書
牒
の
如
く
「
謹
写
移
…
…
」
と
い
う
形
で
現
れ
る
。
こ
の
点
を
確
認
し
て
文
言
の
検
討
に
移
ろ
う
。



居延漢簡劾状関係冊書の復原（鷹取）

　
ま
ず
「
移
居
延
」
で
あ
る
が
、
「
移
」
は
同
格
官
庁
問
の
通
知
の
際
に
使
用
さ
れ
る
語
で
（
大
庭
一
九
七
九
）
、
「
居
延
」
は
雪
幕
県
で
あ
る
（
角

谷
「
九
九
三
）
か
ら
、
こ
の
部
分
は
「
居
延
県
に
通
知
す
る
」
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
で
は
「
隠
居
延
」
に
続
く
「
写
移
」
は
如
何
な
る
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
語
は
通
知
先
を
示
す
「
移
居
延
」
と
「
如
律
令
」
の
間
に
あ
る

が
、
か
か
る
句
造
り
の
場
合
、
こ
の
部
分
は
文
書
送
付
先
に
対
す
る
通
知
・
命
令
で
あ
る
。
パ
ス
ポ
ー
ト
が
こ
の
句
造
り
で
あ
る
。

　
　
　
［

　
　
　
□
充
光
。
謹
案
戸
籍
、
在
官
者
弟
年
五
十
九
、
母
官
口
癖
事
。
願
以
令
取
傳
、
乗
船
占
用
馬
韓

　
　
　
八
月
出
島
、
居
延
丞
奉
光
、
移
過
所
・
河
津
・
金
關
。
母
苛
留
止
。
如
律
令
。
／
橡
承
Z
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昏
。
一
。
。
・
b
。
（
》
。
。
さ
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

簡
の
右
側
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
他
の
パ
ス
ポ
ー
ト
の
例
か
ら
見
れ
ば
、
欠
損
部
分
と
こ
の
簡
の
一
行
目
が
某
一
瓶
夫
の
申
請
で
あ
る
。
二
行

目
は
郷
薔
央
の
申
請
を
承
け
た
居
延
県
丞
奉
光
発
信
の
文
書
で
あ
る
が
、
通
知
先
の
「
過
所
河
津
金
関
」
と
「
如
律
令
」
と
の
間
の
部
分
「
母

苛
留
止
」
は
通
知
先
に
対
す
る
命
令
内
容
で
あ
る
。
も
う
一
例
。

　
　
　
更
始
二
年
四
月
乙
亥
朔
辛
丑
、
甲
渠
郵
守
候
・
塞
尉
二
人
、
向
自
池
。
唐
臼
□
□
□
図

　
　
　
鼠
戸
□
史
験
問
収
責
報
。
不
服
、
移
自
証
髪
書
。
如
律
令
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
●
℃
・
O
。
。
り

こ
の
例
で
は
「
移
出
池
レ
と
「
如
律
今
」
の
間
の
部
分
が
通
知
・
命
令
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
類
例
か
ら
、
送
り
状
C
の
「
移
居
続
」
と
「
如

律
令
し
の
間
の
「
写
移
」
も
文
書
送
付
先
に
対
す
る
通
知
・
命
令
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
前
述
の
如
く
「
無
毒
」
は
文
書
の
中
継
転
送
の
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
よ
く
現
れ
る
語
で
複
写
・
移
送
の
意
で
あ
る
か
ら
、
送
り
状
C
の
「
漁
戸
延
写
移
如
律
令
」
と
い
う
文
言
は
「
居
回
県
に
通
知
す
る
。
（
居
延

県
は
こ
の
文
書
を
）
複
写
し
て
移
送
せ
よ
。
律
令
の
如
く
せ
よ
偏
と
解
釈
さ
れ
る
。

3
　
送
　
り
　
状
　
A

　
送
り
状
A
は
言
う
迄
も
な
く
「
劾
状
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

候
長
、
候
史
、
黙
長
が
い
る
。
そ
の
内
、

送
付
時
の
送
り
状
で
あ
る
が
、
送
付
先
は
候
官
で
あ
る
。
送
り
状
A
の
発
信
者
に
は
令
史
、
士
吏
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

黙
長
以
外
の
者
が
候
官
へ
直
接
送
付
す
る
の
は
通
例
で
あ
る
。
黙
長
の
発
信
の
場
合
、
前
掲
黙
長
病
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⑧

書
癖
の
例
で
は
部
を
経
由
し
候
長
の
送
り
状
を
追
加
し
て
候
官
へ
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
通
常
の
送
付
形
態
は
他
の
文
書
と
同
様
候
官
へ
の
直

接
送
付
で
あ
る
。
次
の
簡
は
こ
の
事
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
　
震
辟
兵
印

　
　
十
一
月
丙
寅
黙
長
辟
兵
以
來
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閃
●
℃
●
8
黛
茜
卜
。
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

送
付
さ
れ
る
文
書
は
発
信
者
の
印
で
封
印
さ
れ
、
そ
の
印
文
は
文
書
受
領
日
量
及
び
持
参
者
名
と
共
に
文
書
受
領
時
に
記
録
さ
れ
る
が
、
そ
の

記
録
が
こ
の
簡
で
あ
る
。
印
文
の
「
霧
僻
兵
」
と
持
参
者
「
黙
長
面
杖
」
は
同
一
人
物
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
、
際
｛
長
が
自
身
の
発
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

文
書
を
自
分
で
候
官
へ
持
参
し
て
お
り
、
こ
の
文
書
は
部
を
経
由
せ
ず
薩
長
か
ら
直
接
候
官
へ
送
付
さ
れ
て
い
る
。
黙
長
か
ら
候
官
へ
の
送
付

文
書
を
短
長
縦
書
牒
の
如
く
寮
長
が
中
継
す
る
場
合
に
は
、
候
長
発
信
の
中
継
転
送
文
書
が
添
附
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
中
継
転
送
文
書

は
前
述
の
如
く
年
号
の
記
載
が
無
く
月
か
ら
始
ま
り
、
上
申
文
書
で
は
「
謹
写
移
」
と
い
う
文
言
を
持
つ
が
、
か
か
る
書
式
の
中
継
転
送
文
書

で
候
長
発
信
の
も
の
は
黙
長
病
書
牒
以
外
に
次
の
一
例
を
見
い
出
す
の
み
で
あ
る
。

　
　
　
十
一
月
丁
巳
、
呑
遠
候
長
放
敢
言
之
。
謹
篇
移
。
敢
言
目

　
　
議
小
子
□
老
鋼
不
即
害
病
可
雷
府
図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
屋
。
。
・
采
諺
。
。
）

二
行
目
は
別
堀
で
記
さ
れ
た
候
官
の
判
断
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
か
ら
こ
の
文
書
は
呑
遠
部
所
属
吏
卒
の
病
気
に
関
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

病
気
関
係
の
文
書
に
候
官
の
判
断
が
別
本
で
追
記
さ
れ
て
い
る
点
、
黙
長
病
一
軍
と
同
一
で
あ
る
。
看
護
の
病
気
に
よ
る
欠
勤
は
本
宮
へ
、
更

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

に
府
へ
と
報
告
さ
れ
る
が
、
吏
の
勤
務
・
欠
勤
は
労
と
の
関
係
か
ら
厳
格
に
管
理
さ
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
特
別
に
胴
長
経
由
で
候
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

に
送
付
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
細
面
移
」
の
文
言
を
持
つ
上
申
の
中
継
転
送
文
書
の
う
ち
、
誠
心
発
信
の
例
は
幾
つ
か
見
い
出
し
う
る
の
に

対
し
、
候
長
発
信
が
こ
の
二
例
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
黙
長
病
書
勝
に
見
ら
れ
る
黙
長
↓
候
長
（
部
）
↓
警
官
と
い
う
文
書
送
達
形
態
は
特

例
で
あ
っ
て
、
通
常
は
黙
・
部
か
ら
候
官
へ
直
接
送
付
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
検
討
か
ら
、
　
「
鞍
状
」
に
添
附
し
て
送
付
さ
れ
る
送
り
状
A
は
、
発
信
者
の
如
何
に
拘
わ
ら
ず
候
官
へ
直
接
送
付
さ
れ
た
と
考
え
ら

86　（736）



居延漢簡劾状関係冊書の復原（鷹取）

れ
る
。

4
送
り
状
B
（
B
）

　
送
り
状
B
と
別
の
文
言
は
両
者
の
比
較
か
ら
、
①
「
劾
」
、
②
「
移
居
擦
筆
」
又
は
「
将
某
詣
居
延
獄
」
、
③
「
以
律
令
従
事
」
の
三
部
分
構

成
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
、
各
部
分
毎
に
検
討
し
よ
う
。

　
ま
ず
「
劾
」
に
つ
い
て
。
「
劾
」
は
後
述
の
如
く
「
告
発
す
る
」
の
意
で
、
そ
の
主
体
は
発
信
者
自
身
で
あ
る
。
先
述
の
如
く
送
り
状
B
（
ノ
B
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

の
発
信
者
は
A
と
同
一
で
あ
る
か
ら
、
挙
劾
の
主
体
に
は
令
史
・
士
吏
・
候
長
・
候
史
・
盗
塁
が
お
り
、
候
官
所
属
少
吏
の
ほ
ぼ
全
部
で
あ
る
。

こ
の
事
は
挙
劾
が
吏
の
職
権
や
職
掌
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
次
に
「
以
律
令
従
事
」
に
つ
い
て
。
こ
の
う
ち
「
従
事
」
の
語
は
詔
後
行
下
之
辞
や
人
事
異
動
の
通
知
に
も
見
え
る
よ
う
に
、
文
書
送
付
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

に
対
し
職
務
の
執
行
を
命
ず
る
職
務
執
行
文
言
で
あ
る
。
こ
の
「
以
律
令
従
事
」
は
送
り
状
B
（
，
B
）
に
し
か
附
か
な
い
の
で
、
獄
に
関
す
る

場
合
の
職
務
執
行
文
言
と
思
わ
れ
る
が
、
「
獄
」
へ
の
通
知
の
際
に
必
ず
こ
の
文
言
が
附
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
　
…
兀
康
二
年
六
日
月
戊
戌
朔
戊
戌
、
　
薦
掴
水
候
長
長
生
以
私
印

　
　
行
候
事
。
爲
移
昭
武
獄
。
如
律
令
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
b
。
O
・
H
ズ
〉
。
。
。
。
）

こ
の
簡
の
文
言
を
送
り
状
B
（
ノ
B
）
と
比
較
す
る
と
「
獄
」
字
は
あ
る
が
「
劾
」
字
は
な
い
。
こ
れ
よ
り
「
以
律
令
従
事
」
は
「
獄
」
と
「
劾
」

の
両
方
が
あ
る
場
合
に
固
有
の
文
言
、
換
言
す
れ
ぼ
、
「
劾
」
「
獄
」
の
両
者
と
極
め
て
密
接
に
結
び
つ
い
た
職
務
執
行
文
言
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
の
「
以
律
令
従
事
」
と
類
似
の
文
言
に
は
「
如
律
令
」
が
あ
り
、
例
の
よ
う
に
獄
に
対
し
て
も
用
い
ら
れ
る
が
、
劾
状
の
送
り
状
B

（
ノ
B
）
に
は
「
如
律
令
」
で
は
な
く
必
ず
「
以
律
令
従
事
」
が
附
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
文
言
が
「
如
律
令
」
と
は
異
な
る
独
自
の
意
味
を

持
ち
、
そ
れ
が
「
劾
」
「
獄
」
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。
「
如
律
令
」
は
単
に
命
令
の
執
行
を
促
す
書
き
止
め
文
言
で
あ

⑱る
の
に
対
し
、
「
以
律
令
従
事
」
は
文
書
送
付
先
に
対
し
て
職
務
執
行
に
当
た
っ
て
依
拠
す
べ
き
規
定
が
「
律
令
」
で
あ
る
こ
と
を
具
体
的
に
指
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示
す
る
も
の
で
あ
る
。
・
「
以
～
従
事
」
と
い
う
同
じ
表
現
の
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

　
　
　
等
三
人
、
捕
莞
虜
斬
首
各
二
級
。
當
免
爲
庶
人
。
叢
書
。
今
面
魂
制
律
令
、
爲
捕
斬
倒
奴
虜
反
弗
購
賞
、
各

　
　
　
如
牒
。
前
諸
郡
以
西
州
書
、
免
劉
玄
及
王
便
等
軸
民
。
皆
不
當
行
。
書
到
、
以
科
別
從
事
。
富
奴
碑
以
西
州
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
．
唱
．
切
屑
。
卜
。
…
㈹
曽

「
書
到
以
球
脚
従
事
」
の
部
分
は
「
こ
の
文
書
が
到
着
し
た
ら
、
樹
蜂
に
依
拠
し
て
職
務
を
執
行
せ
よ
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
職
務
執
行
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

当
た
っ
て
依
拠
す
べ
き
具
体
的
規
定
が
「
科
別
」
で
あ
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

　
　
　
捕
律
。
禁
吏
、
母
夜
入
人
慰
舎
捕
人
。
犯
者
、
其
壼
隊
傷
心
、
以
母
導
入
人
室
温
從
事
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
り
q
・
ご
（
℃
り
）

も
「
慨
筆
入
人
室
長
」
が
依
拠
規
定
で
あ
る
こ
と
を
指
示
す
る
も
の
で
あ
る
（
大
庭
一
九
八
二
a
）
。
こ
の
様
に
「
以
～
従
事
」
と
い
う
表
現
は

職
務
執
行
時
の
依
拠
規
定
を
指
示
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
以
律
令
従
事
」
も
「
律
令
に
依
拠
し
て
職
務
を
執
行
せ
よ
」
の
意
と
解
釈
さ
れ
る
。

な
お
、
後
述
の
様
に
こ
の
文
言
は
獄
に
対
し
て
御
尋
し
裁
判
の
実
施
を
命
ず
る
職
務
執
行
文
言
で
あ
る
故
、
依
拠
す
べ
き
規
定
が
「
律
令
」
と

表
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
「
移
居
延
獄
」
と
「
将
某
詣
居
延
獄
」
に
つ
い
て
。
こ
の
う
ち
「
居
延
獄
」
は
居
延
県
の
獄
で
あ
る
か
ら
（
角
谷
一
九
九
三
）
、
「
移
居

延
獄
」
は
「
居
延
獄
に
通
知
す
る
」
と
な
る
。
こ
の
言
書
は
県
廷
に
附
設
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
⑳
遣
士
官
奉
・
尉
史
常
、
自
詣
獄
、
還
蓬
。
移
居
延
。
躍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
。
一
A
・
円
8
（
》
。
。
）

　
　
　
⑳

は
居
延
県
へ
の
文
書
発
信
記
録
で
あ
る
が
（
永
田
一
九
八
九
a
）
、
獄
へ
吏
を
派
遣
す
る
旨
を
獄
で
は
な
く
県
へ
通
知
し
て
い
る
の
は
、
獄
が
県

廷
に
附
設
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
一
方
の
「
将
～
詣
～
」
の
句
造
り
は
詣
官
簿
に
よ
く
見
ら
れ
る
。

　
　
　
第
二
黙
長
褒
、
将
部
卒
詣
官
、
魔
。
三
月
丙
戌
蚤
食
入
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
ω
G
。
・
属
（
諺
Q
◎
）

は
「
部
費
を
引
連
れ
て
候
官
に
出
頭
し
食
糧
支
給
を
受
け
る
」
の
意
で
あ
る
か
ら
（
永
田
一
九
八
九
e
）
、
「
熱
帯
詣
居
延
獄
」
は
「
某
を
連
行
し

て
居
延
獄
へ
出
頭
す
る
」
と
な
る
。
後
述
の
如
く
連
行
さ
れ
て
い
る
「
某
」
が
被
挙
句
者
で
あ
る
。

　
こ
の
「
移
居
延
獄
（
将
某
詣
枕
言
獄
）
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
行
為
主
体
を
明
確
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
、
こ
の
行
為
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主
体
を
如
何
に
解
釈
す
る
か
に
よ
っ
て
文
書
送
付
先
も
異
な
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
は
劾
状
の
送
付
経
路
の
復
原
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
問

題
だ
か
ら
で
あ
る
。
行
為
主
体
の
可
能
性
は
二
つ
あ
る
。
①
行
為
主
体
が
発
信
者
自
身
の
場
合
。
こ
の
場
合
、
送
り
状
B
（
ノ
B
）
は
、
発
信
老

が
「
劾
」
し
て
さ
ら
に
発
信
者
自
身
が
「
蔓
延
獄
に
通
知
（
某
を
居
延
獄
に
連
行
）
」
す
る
、
と
解
釈
さ
れ
る
。
②
行
為
主
体
が
文
書
送
付
先
で
あ

る
場
合
。
こ
の
場
合
、
こ
の
部
分
は
文
書
送
付
先
に
対
す
る
命
令
と
な
り
、
送
り
状
の
解
釈
は
、
発
信
者
が
「
劾
」
す
る
の
で
、
文
書
受
領
者

は
「
居
延
獄
に
通
知
せ
よ
（
某
を
昏
夢
獄
に
連
行
せ
よ
）
」
、
と
な
る
。
さ
ら
に
、
送
り
状
B
（
矧
）
の
送
付
先
も
そ
れ
に
従
っ
て
、
①
な
ら
ば
「
移

居
延
獄
扁
と
あ
る
居
延
獄
、
②
な
ら
劾
状
出
土
地
で
あ
る
甲
渠
候
官
と
な
る
。

　
さ
て
、
こ
の
文
言
の
後
に
附
く
「
以
律
令
従
事
」
は
先
述
の
如
く
文
書
送
付
先
に
対
す
る
職
務
執
行
文
言
で
、
依
拠
す
べ
き
具
体
的
規
定
が

「
律
令
」
で
あ
る
こ
と
を
指
示
す
る
も
の
だ
か
ら
、
①
な
ら
ぼ
居
延
県
獄
に
対
し
「
律
令
」
に
依
拠
し
て
職
務
を
執
行
せ
よ
と
い
う
命
令
と
な

り
、
②
な
ら
尊
皇
候
官
に
対
し
、
居
延
県
獄
へ
の
通
知
（
県
獄
へ
の
被
挙
劾
者
の
連
行
）
を
「
律
令
」
に
依
拠
し
て
執
行
せ
よ
、
と
命
ず
る
文
言
と

な
る
。
こ
の
文
言
と
「
劾
」
と
の
密
接
な
結
び
つ
き
を
考
慮
す
れ
ぱ
、
②
の
解
釈
で
は
「
劾
」
の
場
合
に
特
別
の
通
知
・
連
行
規
定
が
あ
っ
た

こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
通
知
・
連
行
方
法
が
具
体
的
に
「
律
令
」
に
規
定
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
難
く
、
①
の
解
釈
を
取
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

送
り
状
獄
に
「
闘
将
某
詣
制
覇
獄
」
と
あ
る
よ
う
に
「
劾
」
さ
れ
る
と
玉
津
壮
者
は
獄
へ
護
送
さ
れ
、
そ
の
後
裁
判
が
行
わ
れ
る
（
籾
山
一
九
八

五
）
。
そ
の
手
順
を
考
慮
す
れ
ば
、
「
以
律
令
従
事
」
は
発
信
者
の
「
劾
」
を
承
け
て
裁
判
を
実
施
す
る
よ
う
「
獄
」
に
対
し
て
命
ず
る
文
言
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
裁
判
の
場
こ
そ
依
拠
す
べ
き
具
体
的
規
定
と
し
て
「
律
令
」
が
現
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
く
、
且
つ
、
か
く
考
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
「
以
律
令
従
事
」
が
「
劾
」
「
獄
」
の
両
方
が
あ
る
場
合
に
固
有
の
職
務
執
行
文
言
で
あ
る
こ
と
の
説
明
も
さ
れ
得
る
。

　
こ
の
行
為
主
体
の
問
題
に
つ
い
て
次
の
第
二
亭
長
欝
文
書
は
注
倒
さ
れ
る
。

　
　
　
始
元
年
十
月
甲
辰
朔
戊
辰
、
第
二
亭
長
艀
劾
。
敢
言
之
。
捕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
⊃
誤
・
一
〇
（
〉
。
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
得
常
有
・
程
生
。
写
移
居
延
獄
。
謁
以
律
令
従
事
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
。
δ
∴
。
。
（
》
。
。
）

こ
の
簡
で
も
「
劾
」
「
久
居
延
獄
」
を
承
け
て
「
以
律
令
従
事
」
と
い
う
職
務
執
行
文
言
が
あ
る
点
、
送
り
状
B
（
1
B
）
と
同
一
で
あ
る
。
こ
こ
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で
は
「
謁
」
字
が
「
以
律
令
従
事
」
の
前
に
あ
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
結
論
を
先
に
言
う
と
、
こ
の
「
謁
」
字
以
後
の
部
分
が
文
書
送
付
先

に
対
す
る
依
頼
内
容
で
、
そ
れ
よ
り
前
の
「
捕
獲
常
器
・
程
生
。
写
移
居
延
獄
」
の
行
為
主
体
は
発
信
者
自
身
な
の
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
点

に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。

　
「
謁
」
字
は
秋
射
の
際
の
賜
労
申
請
に
も
見
え
る
。

　
　
　
図
月
庚
戌
朔
己
卯
、
甲
渠
都
候
誼
敢
言
之
。
府
書
日
、
一
難
長
、
秋
詔
令
射
、
長
吏
雑
試
、
菓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
Z
都
尉
府
。
謹
都
黙
長
悠
如
牒
。
謁
以
令
賜
悔
勢
十
五
日
。
敢
言
之
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
。
。
山
α
（
》
。
。
）

こ
れ
は
甲
渠
郭
候
誼
の
都
尉
府
に
対
す
る
賜
労
申
請
で
あ
る
。
従
来
、
次
の
簡
を
根
拠
と
し
て
秋
射
で
の
賜
労
は
太
守
が
そ
の
権
限
を
持
つ
と

解
釈
さ
れ
て
き
た
（
大
庭
一
九
五
三
、
永
田
一
九
八
九
e
）
。

　
　
　
五
鳳
三
年
十
月
甲
辰
朔
甲
辰
、
居
延
都
尉
徳
・
丞
延
講
敢
言
之
。
甲
羅
候
漢
軍
書
言
、
候
長
賢
愚
遊
積

　
　
　
一
二
百
・
廿
一
日
。
以
A
¶
賜
賢
勢
百
六
十
－
日
半
R
〔
。
謹
移
賜
勢
名
籍
＝
編
…
。
祠
取
蛍
口
之
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
α
り
・
H
継
（
〉
O
O
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
の
居
延
都
尉
徳
文
書
を
太
守
に
対
す
る
「
賜
労
」
申
請
と
解
釈
し
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
都
尉
が
「
増
労
」
し
て
い
る
例
が
あ
る
。

　
　
　
E

　
　
　
無
骨
都
尉
徳
・
丞
延
寿
、
以
令
増
就
勢
百
七
図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
●
勺
●
8
朝
①
二
㊤
O

「
令
」
に
基
づ
く
「
増
労
」
は
北
辺
翠
令
第
四
に
よ
る
労
の
五
割
増
で
（
大
庭
一
九
五
三
）
、
前
掲
居
延
都
尉
徳
文
書
で
「
賜
扁
つ
た
「
労
善
六
十

日
半
日
」
が
こ
れ
に
当
た
る
が
、
こ
の
「
増
労
」
は
「
賜
労
」
と
同
義
で
あ
る
。

　
　
　
図
建
昭
元
年
十
月
旦
日
迩
、
霊
二
年
九
月
晦
日
、
積
三
百
八
十
三
日
置
以
令
孫
勢
六
月
十
一
日
半
日

　
　
　
図
建
昭
二
年
秋
射
、
畿
矢
十
二
、
中
滑
矢
　
以
令
賜
勢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置
㎝
・
鵯
（
鋭
。
。
）

　
　
　
敦
徳
黒
帯
尉
曲
平
望
塞
、
有
秩
候
長
、
敦
徳
　
　
新
野
盗
艶
書
叙
上
戊
元
年
七
月
乙
未
迩
、
蓋
二
年
九
月
晦
、
積
三
百
六
十
日
、
語
語
小
五
日
、
定
三
百

　
　
　
亭
間
田
東
武
里
、
五
士
、
王
滲
、
秩
裂
干
　
　
　
　
　
　
　
五
十
五
、
以
令
二
日
韓
三
日
、
増
勢
百
黍
十
黍
日
半
日
、
爲
五
月
二
十
黍
日
半
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
●
姦
願
9
●
ω
＼
一
Q
o
q
薩
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こ
の
例
で
は
、
同
じ
労
の
割
増
を
「
増
労
」
と
も
「
賜
労
」
と
も
表
記
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
賜
労
・
増
労
権
は
太
守
で
は
な
く
都
尉
に
帰
属

　
㊧
す
る
。
そ
れ
故
、
甲
渠
鄭
候
誼
賜
労
申
請
文
書
の
「
謁
」
字
以
下
「
以
令
賜
優
労
十
五
日
」
は
文
書
送
付
先
で
あ
る
都
尉
府
に
対
す
る
冷
評
の

依
頼
で
あ
り
、
「
謁
」
字
以
前
の
部
分
の
行
為
主
体
は
「
謹
」
字
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
発
信
者
自
身
で
あ
る
。

　
「
謁
」
は
ま
た
パ
ス
ポ
ー
ト
に
も
見
ら
れ
る
。

　
　
建
平
五
年
十
二
月
辛
卯
朔
丙
寅
、
東
郷
留
夫
護
敢
言
之
。
嘉
平
図

　
　
口
□
□
ロ
ロ
案
忠
等
母
官
獄
徴
辮
。
謳
移
過
所
縣
邑
門
亭
河
津
關
、
母
講
書
。
謡
言
之
。

　
　
十
二
月
辛
卯
、
縫
福
獄
丞
博
行
丞
欝
、
移
過
所
。
如
律
令
。
／
橡
海
・
守
侍
史
衆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
㎝
・
お
跨
＋
㎝
O
O
・
b
。
O
＞
（
〉
ω
研
）

東
郷
商
夫
護
上
申
文
書
の
「
謁
」
か
ら
「
栂
苛
留
」
ま
で
が
送
付
先
の
蒼
黒
獄
丞
博
に
対
す
る
依
頼
内
容
で
、
「
謁
」
以
前
の
「
墨
壷
等
高
官
獄

微
事
」
は
東
郷
薔
夫
護
自
身
に
よ
る
調
査
報
告
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
こ
の
様
に
、
「
謁
」
字
は
そ
の
文
書
送
付
先
に
対
す
る
依
頼
内
容
を
導
く
文
字
で
、
そ
れ
以
前
の
部
分
の
行
為
主
体
は
発
信
者
自
身
で
あ
る
。

従
っ
て
、
前
掲
第
二
亭
長
欝
文
書
の
「
謁
以
律
令
従
事
」
の
部
分
は
文
書
送
付
先
に
対
す
る
依
頼
で
、
そ
れ
以
前
の
「
捕
得
意
有
婦
生
写
脂
漏

延
獄
」
の
行
為
主
体
は
発
信
者
自
身
で
あ
る
。
も
し
も
「
愚
筆
」
以
下
も
依
頼
で
あ
れ
ば
当
然
「
習
得
」
の
前
に
「
謁
」
字
が
来
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
故
に
こ
の
文
書
は
「
写
移
居
延
獄
」
と
あ
る
居
延
獄
が
送
付
先
で
、
「
以
律
令
従
事
」
は
居
延
獄
に
対
す
る
職
務
執
行

文
言
と
な
る
。
こ
の
第
二
落
丁
釘
文
書
に
も
送
り
状
B
（
ノ
B
）
と
同
様
「
獄
」
「
劾
」
が
あ
り
、
「
以
律
令
従
事
」
の
文
言
が
「
劾
」
を
承
け
て

裁
判
を
行
う
よ
う
獄
に
命
ず
る
職
務
執
行
文
言
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
、
送
り
状
B
（
’
B
）
の
「
移
居
延
獄
（
将
奪
却
居

延
獄
）
」
の
行
為
主
体
は
発
信
者
自
身
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
第
二
平
心
鍔
文
書
が
上
申
文
書
の
固
有
文
言
「
寡
言
之
」
を
持
つ
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

獄
が
県
に
附
随
し
そ
の
県
は
候
官
と
同
格
で
あ
る
た
め
使
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
様
に
送
り
状
B
（
，
B
）
は
獄
に
対
し
て
挙
漏
し
裁
判
の
実
施
を
命
ず
る
文
書
で
あ
る
か
ら
、
「
将
茶
詣
居
耳
介
」
と
送
り
状
げ
で
居
已
下

へ
そ
の
護
送
が
通
知
さ
れ
て
い
る
「
某
」
が
被
挙
上
者
で
あ
る
こ
と
、
多
言
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
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以
上
の
考
察
か
ら
、
送
り
状
B
（
　
B
）
（
〔
〕
内
け
矧
）
は
「
（
発
信
者
）
劾
し
、
居
延
獄
へ
移
す
〔
某
を
将
い
て
居
延
着
へ
詣
る
〕
。
律
令
を
以
て

従
事
せ
よ
」
と
訓
じ
、
「
（
発
信
者
が
）
挙
劾
し
、
介
殻
県
獄
に
通
知
す
る
〔
被
挙
演
者
某
を
連
行
し
て
居
延
県
獄
に
出
頭
す
る
〕
。
律
令
の
規
定
に
依

92　（742）

拠
し
て
被
挙
劾
者
の
裁
判
を
実
施
せ
よ
」
と
い
う
意
味
に
解
釈
さ
れ
る
。

①
日
附
基
準
で
は
、
建
武
六
年
四
月
己
巳
朔
己
丑
（
一
＝
日
）
附
に
つ
い
て
、
甲

　
渠
守
候
長
昌
林
発
信
の
送
り
状
砂
（
〕
円
。
男
・
一
門
①
Q
◎
h
Q
o
一
）
と
、
「
令
…
…
」
発
儒
の

　
種
類
不
明
の
送
り
状
（
円
●
℃
。
8
φ
o
Q
韓
劇
H
）
が
あ
る
の
で
発
信
者
が
相
違
す
る
こ

　
と
に
な
り
、
さ
ら
に
送
り
状
C
が
二
塁
（
H
回
．
勺
。
目
①
o
Q
”
ω
も
ゆ
り
劇
Q
Q
）
あ
る
と
い
う
問

　
題
が
起
こ
る
が
、
送
り
状
A
と
B
・
劃
を
同
一
発
信
者
で
ま
と
め
、
甲
渠
守
候
長

　
昌
林
発
信
の
送
り
状
を
戊
子
（
二
〇
日
）
附
甲
渠
守
候
長
昌
林
臼
玉
の
送
り
状
A

　
（
口
．
℃
・
d
［
①
Q
Q
　
”
b
二
り
）
と
組
合
せ
、
そ
れ
に
送
り
状
C
の
う
ち
一
簡
を
加
え
る
こ
と

　
で
問
題
は
解
消
さ
れ
る
。

②
　
年
号
記
載
の
無
い
文
書
が
全
て
中
継
転
送
文
筈
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
記
」

　
と
呼
ば
れ
る
下
達
文
書
（
「
黒
馬
に
つ
い
て
は
鵜
飼
一
九
八
八
参
照
）
は
年
号
が
無

　
い
が
中
継
転
送
文
書
で
は
な
い
。
「
記
」
は
、
①
観
附
記
載
を
欠
く
も
の
も
あ
る
、

　
②
逓
常
下
級
機
関
へ
の
下
達
に
は
「
謂
」
字
が
使
わ
れ
る
の
に
対
し
「
告
」
字
が

　
使
わ
れ
て
い
る
（
「
告
」
と
「
謂
」
に
つ
い
て
は
大
庭
一
九
七
九
参
照
）
、
③
「
写

　
追
記
到
」
と
い
う
中
継
転
送
の
文
書
が
見
ら
れ
な
い
、
と
い
う
点
か
ら
、
通
常
の

　
下
達
文
書
と
は
異
質
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
記
」
以
外
の
も
の
は
年
号
の
平
な

　
る
雀
略
と
思
わ
れ
る
。
緊
急
非
常
蒋
の
轍
（
b
。
刈
。
。
・
圃
（
｝
円
O
）
）
も
こ
れ
に
含
ま
れ

　
よ
う
。

③
送
り
状
C
で
あ
る
繋
留
国
“
弓
の
門
①
。
。
“
お
が
「
写
移
書
到
」
に
作
る
の
で
、
送

　
り
状
C
の
「
写
移
」
は
こ
れ
の
省
略
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
「
聖
典
延
写

　
移
如
律
令
」
の
文
言
は
送
り
状
C
に
固
有
で
他
に
例
を
冤
な
い
の
で
、
「
写
移
」
を

　
「
写
慰
書
到
」
の
省
略
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
写
移
駅
路
」
は
中
継
転
送

　
文
書
の
頻
出
文
言
で
あ
る
か
ら
、
肖
・
℃
●
↓
0
。
。
為
⑩
は
誤
っ
て
「
轡
到
」
が
入
っ

　
た
の
で
あ
ろ
う
。

④
　
パ
ス
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
大
庭
一
九
五
四
参
照
。

⑤
　
　
「
写
糊
」
の
語
が
文
書
の
申
継
転
送
と
は
無
関
係
に
現
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、

　
そ
れ
は
薄
書
（
候
粟
慰
空
清
筏
旧
事
冊
欝
図
・
勺
ρ
団
b
。
㈹
二
～
c
。
9
N
濫
・
心
O
（
跨

　
。
。
ω
）
）
と
獄
（
H
O
・
嵩
（
｝
ω
○
。
y
鱒
O
・
に
（
諺
ω
G
。
）
及
び
動
揺
卜
5
刈
0
1
・
H
O
十
b
。
3
・
H
Q
。

　
（
＞
H
O
）
）
と
い
う
特
定
の
関
係
に
限
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
落
部
の
文
書
作
成
・
送
付

　
手
続
き
の
特
異
性
を
示
唆
す
る
。

⑥
丁
六
八
出
土
送
り
状
A
の
発
信
者
に
黙
長
・
候
史
・
士
吏
は
い
な
い
が
、
黙
長

　
は
ト
。
㎝
・
《
》
b
。
一
）
に
、
候
史
は
送
り
状
B
で
あ
る
国
・
℃
．
蜀
卜
。
卜
。
”
①
Q
。
窃
に
見
え
る
。

　
A
と
B
は
同
一
発
光
愚
な
の
で
、
候
史
も
A
の
発
信
者
に
加
え
ら
れ
る
。
士
吏
に

　
つ
い
て
は
送
り
状
A
に
よ
っ
て
送
付
さ
れ
る
本
文
「
状
」
の
発
儒
者
の
例
が
あ
る

　
（
ホ
？
《
唱
㊤
y
国
・
劉
司
b
。
い
。
”
ω
α
ω
）
。

⑦
令
史
発
信
の
候
官
宛
文
書
に
つ
い
て
は
永
田
一
九
入
九
。
参
照
。

③
　
こ
こ
で
「
部
を
経
由
す
る
」
と
い
う
の
は
単
な
る
文
書
運
搬
経
路
の
こ
と
で
は

　
な
く
、
文
雷
が
候
長
瀞
で
候
長
が
そ
れ
を
開
封
し
、
中
継
転
送
文
書
を
追
掬
し
、

　
手
長
の
印
に
よ
っ
て
封
印
し
て
諸
官
へ
送
付
す
る
と
い
う
手
続
き
を
取
る
こ
と
を

　
意
味
す
る
。

⑨
市
川
　
九
六
四
。
中
継
転
送
文
書
が
附
加
さ
れ
る
場
合
も
中
継
転
送
者
の
印
で

　
封
印
さ
れ
る
（
国
●
℃
．
8
㎝
H
”
心
①
b
◎
諺
｝
W
）
。
従
っ
て
、
文
省
は
常
に
最
終
発
儒
者

　
の
印
で
封
印
さ
れ
る
。

⑩
　
こ
れ
以
外
に
も
同
様
の
記
録
で
、
蒔
・
嵩
（
レ
o
o
）
の
関
武
、
㎝
・
に
（
諺
ω
ω
）
の

　
朱
千
秋
、
㎝
Φ
b
o
・
嫁
（
〉
ω
Q
。
）
の
牛
慶
は
、
各
々
幽
0
・
①
（
〉
◎
。
y
ω
。
。
刈
・
心
（
》
ω
ω
）
り
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α
O
O
・
仁
（
ン
ω
ω
）
よ
り
際
｛
長
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
従
っ
て
、
黙
長
が
封
印
し
発

　
嘉
し
た
文
話
が
そ
の
ま
ま
自
行
に
送
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

⑪
ω
に
・
①
（
レ
G
◎
）
、
米
田
…
九
五
五
参
照
。

⑫
図
巳
℃
．
日
㎝
O
”
δ
で
は
病
気
の
十
五
目
間
は
労
に
認
定
さ
れ
て
い
な
い
。
功
労

　
に
つ
い
て
は
大
庭
一
九
五
三
参
照
。

⑬
　
岡
じ
く
労
に
関
係
す
る
陽
射
の
報
告
に
つ
い
て
、
賜
労
上
毛
文
書
は
鄙
候
が
、

　
愛
書
は
令
史
が
そ
れ
ぞ
れ
都
尉
府
に
送
付
す
る
形
で
不
正
防
止
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
。

⑭
　
そ
の
例
は
G
。
旨
・
b
。
ω
（
》
○
。
y
悶
・
℃
．
8
α
”
食
団
・
勺
．
円
㎝
b
。
二
〇
Q
。
噛
国
9
℃
●

　
目
α
①
“
ω
。
。
0
。
命
峯
（
〉
。
。
）
も
「
唯
府
」
の
語
か
ら
送
付
先
が
「
府
」
で
あ
り
、

　
郵
候
の
発
信
と
わ
か
る
。

⑮
候
官
所
屑
の
少
莫
の
う
ち
橡
と
尉
史
が
「
劾
」
し
た
例
は
な
い
。
旧
史
に
つ
い

　
て
は
、
漢
簡
か
ら
窺
え
る
尉
史
の
職
掌
が
挙
劾
を
し
て
い
る
命
史
と
ほ
ぼ
同
一
で

　
あ
る
こ
と
か
ら
、
望
粥
の
挙
劾
例
が
未
見
で
あ
る
の
は
職
掌
に
因
る
の
で
は
な
く
、

　
資
料
的
制
限
に
因
る
と
考
え
る
。

⑯
　
国
・
勺
。
岡
b
っ
ト
3
”
α
①
～
①
O
な
ど
。
　
な
お
、
「
従
壌
」
を
含
む
文
言
は
上
申
文
書
で

　
も
使
わ
れ
る
。
国
●
℃
．
日
義
”
ト
っ
。
。
O
。

⑰
　
唯
一
・
。
。
。
H
・
H
O
圃
（
》
。
。
）
だ
け
が
「
候
以
律
令
従
事
」
と
釈
す
る
が
、
写
真
で
は

　
「
候
」
字
の
右
半
は
「
犬
」
に
見
え
る
。
右
半
を
「
犬
」
に
作
る
「
候
」
字
の
例

　
は
な
く
、
こ
の
簡
も
「
獄
」
と
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑱
　
王
國
維
『
流
沙
墜
簡
』
以
来
、
「
如
律
令
」
は
「
律
令
の
規
定
に
従
っ
て
処
理
せ

　
よ
」
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
が
、
「
如
律
令
」
を
含
む
下
達
文
君
の
内
容
全
て
に
関
し

　
て
律
令
に
呉
体
的
規
定
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
罷
㊤
・
。
。
Φ
十
戸
島
・
ω
ω
（
》
G
。
y

　
G
n
O
①
・
㊤
（
》
G
Q
切
）
で
は
そ
れ
ぞ
れ
何
か
の
修
理
と
そ
の
完
了
報
告
、
借
金
の
回
収

　
が
命
令
さ
れ
て
い
る
が
、
か
か
る
個
別
具
体
的
な
事
柄
が
律
令
に
規
定
さ
れ
て
い

　
た
と
は
考
え
難
く
、
「
如
律
令
」
は
単
な
る
命
令
執
行
文
言
以
上
の
意
味
を
持
た

　
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
「
如
律
令
」
の
従
来
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
国
’
℃
・

　
舅
認
n
H
鋒
の
例
で
は
府
記
（
A
～
C
面
）
一
7
」
は
「
如
律
令
」
が
な
い
の
で
、
こ

　
の
命
令
に
関
し
て
は
律
令
に
規
定
が
な
い
こ
と
と
な
り
、
一
方
、
そ
れ
を
承
け
た

　
甲
渠
守
候
発
信
の
中
継
転
送
文
書
（
D
面
）
に
は
「
水
府
記
律
令
」
と
あ
る
の
で
、

　
「
府
記
・
律
令
の
規
定
に
従
っ
て
処
理
せ
よ
」
と
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
も
そ
も
「
記
」
に
は
「
如
律
令
」
の
藤
蔓
は
附
か
な
い
（
鵜
飼
一
九
八
八
）
の

　
で
、
「
記
」
で
下
達
さ
れ
る
命
令
は
全
て
律
令
に
準
拠
規
定
が
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
、
か
か
る
解
釈
は
不
合
理
で
あ
る
し
、
「
記
」
の
内
容
と
律
令
の
規
定
と

　
が
関
係
す
る
と
も
思
わ
れ
な
い
。

⑲
こ
の
簡
に
つ
い
て
は
藤
田
一
九
九
三
参
照
。

⑳
「
居
延
」
は
都
尉
府
、
候
官
、
県
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
都
尉
府
は
通
常
「
府
」

　
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
士
吏
と
尉
史
を
獄
へ
派
遣
し
た
旨
の
通
知
で
あ
る

　
が
、
漢
簡
に
見
え
る
獄
は
全
て
県
獄
で
あ
る
か
ら
、
「
居
延
」
は
県
と
考
え
ら
れ

　
る
。

⑳
　
　
『
漢
書
』
巻
七
五
夏
選
点
傳
「
於
是
丞
相
義
、
御
史
大
夫
広
明
劾
奏
勝
非
議
詔

　
雷
、
殿
先
帝
、
不
道
、
及
丞
相
長
史
黄
覇
阿
縦
勝
、
不
慮
劾
。
倶
下
獄
。
」

⑫
　
こ
の
こ
簡
は
出
土
地
と
筆
跡
が
同
一
で
、
「
聖
句
」
は
α
Q
。
∴
『
（
》
G
。
）
、
国
●
℃
・

　
国
詑
”
も
。
鴇
～
b
。
。
。
α
に
も
見
え
る
成
語
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
二
簡
は
接
続
す
る
。

⑱
　
　
「
謹
都
玉
壷
」
の
「
都
」
は
「
移
」
の
誤
写
で
あ
ろ
う
。
同
じ
く
賜
蟹
行
請
文

　
脅
の
の
・
切
（
｝
◎
◎
）
は
「
謹
移
第
四
黙
長
音
…
…
」
、
国
・
弓
・
6
G
R
①
”
同
。
◎
鱒
は
「
謹
移
↑

　
副
射
中
□
図
」
と
「
移
」
に
作
る
。

⑭
　
本
文
所
掲
の
北
辺
撮
記
に
よ
る
「
増
労
」
以
外
に
、
国
・
℃
・
8
＄
”
ω
G
。
㊤
で
は

　
「
詔
書
」
の
規
定
に
基
づ
く
「
増
労
」
も
都
尉
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、

　
本
文
所
掲
の
劉
勺
・
↓
㎝
曾
お
Φ
と
こ
の
轡
℃
・
ゴ
8
”
ω
ω
O
は
同
一
書
式
と
思

　
わ
れ
る
。

⑳
　
太
守
賜
労
の
根
拠
と
さ
れ
た
屋
㊤
・
鼠
は
賜
労
を
実
施
し
た
都
尉
か
ら
太
守
府

　
へ
の
報
告
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
上
級
機
関
へ
の
事
後
報
欝
の
例
と
し
て
寧

　
の
認
可
が
あ
る
。
寧
は
候
官
が
そ
の
許
認
可
権
を
持
つ
が
、
ミ
∴
鎗
（
＞
Q
。
）
で
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は
都
尉
府
へ
事
後
報
告
し
て
い
る
。
候
官
か
ら
都
尉
府
へ
の
賜
労
申
請
文
書
に
は

　
依
頼
内
容
を
導
く
「
謁
」
字
を
含
む
（
本
文
前
掲
b
。
。
。
∴
9
国
●
P
日
8
“
鍵
。
。
）

　
の
に
対
し
、
嵐
O
・
置
に
は
「
謁
」
字
が
な
い
こ
と
も
そ
れ
が
依
頼
で
な
く
事
後

　
報
告
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
㎝
刈
・
ド
臣
で
も
「
予
赦
寧
敢
言
之
」
と
記
さ
れ
「
謁
」

　
宇
は
な
い
。
更
に
、
㈹
。
。
・
ま
が
秋
壌
実
施
の
根
拠
を
「
（
都
尉
）
府
書
日
」
と
記

　
す
こ
と
も
、
秋
搬
に
よ
る
労
の
認
定
が
都
尉
府
の
権
限
に
拠
る
こ
と
を
示
す
。

⑯
　
敢
え
て
訓
ず
れ
ば
「
こ
ふ
ら
く
は
」
と
な
る
（
『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
十
六
年
注

　
に
「
謁
、
請
也
」
と
あ
る
）
。
漢
簡
に
お
い
て
、
文
話
送
付
先
に
対
す
る
職
務
執

　
行
の
依
頼
を
表
す
字
は
、
こ
の
「
謁
」
の
他
に
「
唯
」
が
あ
り
、
目
O
・
嵩
（
艶
ω
も
。
）
、

　
目
．
思
●
8
＄
”
回
。
。
①
等
に
見
え
る
。
「
唯
」
に
つ
い
て
は
市
川
一
九
六
四
参
照
。

⑳
　
謬
’
り
’
冨
’
日
豊
”
G
。
。
。
＼
O
り
0
も
「
謹
」
「
敢
雷
之
」
の
文
言
を
持
つ
が
、
　
「
劾
」

　
「
目
移
龍
勒
獄
以
律
令
従
窺
」
の
語
か
ら
こ
の
文
書
の
送
付
先
は
龍
勒
獄
で
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
。
『
O
・
U
・
蜜
．
目
お
軸
b
。
㊤
＼
㊤
。
。
⑦
も
送
り
状
B
（
B
）
末
尾
の
断
簡
で

　
あ
る
が
「
声
言
之
」
を
持
つ
。
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二
　
劾
状
本
文
の
検
討

1
　
劾
状
本
文
の
復
原

　
丁
六
八
出
土
の
請
状
本
文
に
は
、
文
章
の
続
き
具
合
か
ら
簡
の
排
列
を
復
原
で
き
る
も
の
が
あ
る
。
第
一
章
冒
頭
所
掲
の
不
侵
出
候
長
業
二

品
で
あ
る
。
こ
の
並
立
本
文
は
日
附
と
減
量
者
の
身
元
記
載
（
国
．
℃
曾
日
の
。
。
”
①
㊤
「
府
補
業
守
候
長
署
不
侵
部
」
）
よ
り
、
建
武
六
年
三
月
庚
子
朔
甲

高
附
石
侵
守
候
長
業
発
信
の
送
り
状
（
目
・
や
日
⑦
。
。
…
綬
～
㎝
9
零
～
α
。
。
）
及
び
三
月
犀
鳥
附
甲
渠
守
候
申
継
転
送
文
書
（
口
・
℃
●
同
①
c
。
…
9
）
と
同
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

案
件
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
一
見
し
て
明
ら
か
な
如
く
、
酎
畳
娼
・
日
①
。
。
…
α
り
～
逡
（
本
文
非
「
状
」
）
と
①
。
。
～
謬
（
本
文
「
状
」
）
は
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。
岡
様
に
、
他
案
件

の
劾
状
で
も
ほ
ぼ
同
内
容
の
本
文
が
必
ず
二
種
類
あ
り
、
こ
れ
は
劾
状
の
一
特
徴
と
い
え
る
。
本
文
の
う
ち
一
方
面
「
㊧
状
辞
日
」
で
始
ま
り

「
状
二
二
」
で
結
ば
れ
、
も
う
一
方
に
は
こ
の
文
言
は
な
い
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
二
種
類
の
本
文
を
区
別
し
て
、
前
々
を
「
本
文
『
状
』
」
、
後
者

を
「
本
文
非
『
状
』
」
と
称
す
る
。

　
不
侵
守
候
意
業
砂
状
本
文
か
ら
二
種
類
の
本
文
に
特
有
の
文
言
や
記
載
内
容
を
取
り
出
し
て
み
る
と
次
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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本
文
「
状
し
　
○
書
き
出
し
が
「
状
辞
日
」
、
書
き
止
め
が
「
状
具
此
」

　
　
　
　
　
　
○
冒
頭
に
送
り
状
A
及
び
B
（
’
B
）
の
発
信
者
（
挙
劾
者
）
の
身
元
記
載

　
　
　
　
　
　
　
　
「
爵
・
県
・
里
・
年
齢
・
姓
・
任
官
時
期
・
官
名
・
職
務
内
容
」

　
　
　
　
　
　
○
末
尾
に
「
以
此
知
面
劾
無
長
吏
使
劾
者
」
の
文
言

　
本
文
非
「
状
」
○
書
き
出
し
が
「
遁
某
月
某
日
」

こ
れ
ら
の
特
有
文
書
と
記
載
内
容
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
令
史
江
平
状
の
本
文
国
．
℃
●
日
①
。
。
二
①
～
ト
っ
。
。
の
排
列
を
復
原
し
て
み
よ
う
。
私
見
に

依
れ
ば
『
群
峰
新
本
』
と
は
排
列
を
異
に
す
る
。
劾
状
に
お
い
て
二
種
類
の
本
文
は
異
な
る
機
能
を
持
つ
故
、
各
自
の
本
文
の
特
徴
を
検
討
す

る
上
で
正
確
な
排
列
復
原
は
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
で
少
し
紙
幅
を
費
や
し
て
本
文
の
排
列
を
検
討
し
た
い
。
な
お
、
⑥
⑦
等
の
番
号
は
下
掲

の
復
原
冊
書
に
附
さ
れ
た
番
号
で
あ
る
。

　
⑥
⑦
と
⑫
⑬
は
本
文
「
状
」
特
有
の
文
言
・
内
容
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
接
続
し
、
本
文
「
状
」
の
冒
頭
と
末
尾
に
位
置
す
る
。
⑥
は

釈
文
に
断
裂
の
記
載
は
な
い
が
写
真
で
は
明
ら
か
に
上
部
が
折
れ
て
お
り
、
そ
の
部
分
に
「
状
夕
日
」
の
語
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
①
は
本
文
非
「
状
」
の
書
き
出
し
で
あ
る
。
前
掲
不
風
守
候
質
業
掌
状
本
文
に
お
い
て
、
「
廼
今
月
三
β
壬
寅
」
と
い
う
表
記
が
両
本
文
に
見

え
る
如
く
、
「
酒
某
月
某
日
」
と
い
う
表
記
が
直
ち
に
本
文
非
「
状
」
と
は
い
え
な
い
が
、
①
の
「
九
月
庚
辰
」
は
送
り
状
の
「
九
月
細
巻
朔
」

に
よ
れ
ば
八
日
に
当
た
り
、
同
日
を
指
す
「
今
月
八
日
」
の
語
が
本
文
「
状
」
⑦
に
見
え
る
の
で
、
①
は
本
文
非
「
状
」
と
断
定
で
き
る
。

　
②
「
夏
侯
諏
重
言
闘
」
の
夏
侯
諌
は
⑧
の
「
主
管
諌
」
か
ら
主
宮
で
あ
り
、
ま
た
、
⑩
に
「
諏
与
憲
争
言
闘
」
と
原
憲
・
夏
侯
課
の
争
い
が

記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
②
は
①
「
原
憲
与
主
官
」
か
ら
続
く
。

　
②
③
は
傷
の
程
度
を
述
べ
て
い
る
が
、
国
．
℃
・
日
①
。
。
…
H
。
。
G
。
に
「
頭
四
所
其
一
所
帯
表
三
寸
三
所
男
惚
二
寸
半
玉
広
三
分
深
顎
骨
」
と
あ
る
如

く
、
傷
の
程
度
は
そ
の
長
さ
と
幅
で
表
現
さ
れ
て
お
り
、
②
③
は
連
続
す
る
。

　
④
は
「
豪
一
製
糖
三
斗
米
五
斗
騎
馬
蘭
越
燧
南
塞
天
田
出
」
の
句
が
本
文
「
状
」
⑫
に
見
え
る
の
で
、
本
文
非
「
状
」
で
あ
る
。
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⑤
「
逐
舌
触
虚
数
案
験
未
寛
」
の
文
言
は
、
不
侵
守
候
長
業
適
状
の
如
く
「
案
偏
の
中
に
現
れ
る
語
で
あ
る
が
、
こ
の
愚
状
で
は
本
文
「
状
」

の
方
に
「
案
」
は
な
く
、
④
の
「
案
」
、
に
続
く
も
の
で
あ
る
。

　
⑪
は
、
同
一
句
「
憲
帯
劔
持
官
賢
一
箭
十
一
枚
大
」
を
含
む
③
が
本
文
非
「
状
」
で
あ
る
か
ら
本
文
「
状
」
で
あ
る
。

　
③
と
⑪
は
末
尾
が
、
④
と
⑫
は
冒
頭
が
各
女
同
一
で
、
と
も
に
原
器
逃
亡
の
際
の
携
帯
物
品
の
詳
細
で
あ
る
か
ら
、
③
・
⑭
か
ら
④
・
⑫
へ

「
持
大
革
豪
一
」
と
続
く
が
、
本
文
「
状
」
の
⑪
は
⑫
に
、
本
文
非
「
状
」
の
③
は
④
に
続
く
。

・
⑩
の
末
尾
「
令
史
」
は
、
送
り
状
A
の
団
．
℃
．
8
0
。
。
二
G
。
に
「
令
史
筆
」
と
あ
る
の
で
、
⑪
「
立
」
へ
続
く
。

　
こ
の
時
点
で
本
文
非
「
状
」
は
完
結
し
て
い
る
の
で
、
残
る
⑧
と
⑨
は
本
文
「
状
」
と
な
り
、
入
り
得
る
位
置
は
⑦
と
⑩
の
間
で
あ
る
。
⑧

の
「
譲
持
酒
来
過
候
飲
」
に
類
似
す
る
記
載
が
、
国
●
勺
・
日
日
『
①
に
「
今
年
八
月
中
候
繹
訴
客
買
嚢
持
酒
」
と
み
え
る
。
T
二
〇
は
、
こ
の

点
状
に
現
れ
る
盲
官
夏
侯
課
の
斥
免
に
関
す
る
簡
（
国
・
℃
．
日
卜
o
O
”
切
℃
H
b
o
℃
H
心
）
を
含
み
、
国
●
℃
・
8
卜
。
O
”
O
の
記
載
は
劾
状
の
月
と
は
異
な
る
が

こ
の
事
件
の
よ
う
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
⑧
の
「
譲
」
は
「
客
」
で
あ
り
、
⑦
「
客
民
不
審
扁
に
続
き
得
る
。
仮
に
、
国
●
℃
．
円
b
。
O
”
①
が
無
関

係
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
「
不
二
」
の
語
に
は
「
興
客
不
審
郡
県
姓
名
習
字
厳
年
齢
」
（
お
U
レ
P
日
。
。
』
G
。
＼
①
。
。
ω
）
、
「
覆
胡
亭
卒
不
審
名
字
」
（
国
●

勺
。
日
9
愚
）
と
い
っ
た
用
例
が
あ
り
、
「
客
民
不
審
…
…
譲
」
と
い
う
表
現
は
あ
り
得
る
。
ま
た
飲
酒
に
関
す
る
⑧
「
持
酒
来
過
候
飲
」
「
酒

尽
」
、
⑨
「
書
協
持
酒
」
「
飲
再
行
曲
尽
」
の
語
の
関
連
性
か
ら
⑧
⑨
は
連
続
し
、
そ
の
結
果
⑦
⑧
⑨
⑩
と
続
く
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

　
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
令
史
立
劾
状
本
文
の
排
列
は
次
の
如
く
復
原
さ
れ
る
。

　
（
本
文
非
「
状
」
）

　
　
①
廼
九
月
庚
辰
、
甲
渠
第
四
守
候
長
、
居
延
市
陽
璽
、
上
造
原
憲
、
面
革
官
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
団
●
勺
・
日
①
。
。
茜
腿

　
　
②
夏
侯
課
争
言
闘
。
憲
以
所
帯
劔
刃
、
撃
傷
諏
飼
一
所
。
臓
二
寸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
●
勺
．
日
①
。
。
騨
b
。
O

　
　
③
長
六
寸
、
深
至
骨
。
憲
帯
劔
、
持
官
六
石
具
警
｛
・
輿
矢
銅
鍛
十
一
枚
、
持
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
●
勺
●
日
①
。
。
“
b
。
H

　
　
④
□
環
一
、
盛
繍
三
斗
・
米
五
斗
、
騎
馬
、
蘭
越
黙
南
塞
天
田
出
。
案
、
憲
闘
傷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
●
℃
．
8
①
。
。
“
誌
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⑤
盗
官
兵
、
持
禁
物
、
繭
越
干
邊
關
傲
亡
。
逐
捕
未
得
。
官
案
験
未
童
。

（
送
り
状
B
）

　
建
武
五
年
九
月
癸
酉
朔
壬
午
、
甲
渠
令
史
立
劾
、
移
居
延

　
獄
。
以
律
令
從
事
。

闘
●
℃
。
日
①
o
◎
”
b
3
ω

国
。
℃
。
8
①
Q
◎
…
同
心

国
．
勺
．
8
①
G
Q
”
鵠

居延漢簡劾状関係冊書の復原（鷹取）

（
本
文
「
状
」
）

　
⑥
渥
上
造
、
居
延
累
山
里
、
年
器
八
歳
、
姓
周
氏
。
建
武
五
年
八
月
中
、
除
爲
甲

　
⑦
　
官

　
　
渠
一
食
令
史
、
備
憲
虜
盗
賊
爲
職
。
至
今
月
八
日
、
客
民
不
審

　
⑧
図
譲
持
酒
來
過
候
飲
。
第
四
守
候
長
原
憲
詣
官
。
候
賜
憲
・
主
官
撰
黄
酒
。
本
圃
。
譲
欲
心
。

　
⑨
候
起
爆
酒
、
出
之
堂
煙
上
、
飲
再
三
。
酒
盤
。
皆
起
。
譲
興
候
史
候
□
Z

　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
所

　
　
人
。
諏
與
憲
争
言
闘
。
憲
以
劔
撃
傷
諏
旬
、
騎
馬
馳
南
去
。
候
即
時
與
令
史

　
⑪
同
等
逐
捕
、
到
憲
治
所
、
不
能
及
。
験
問
黙
長
王
長
、
十
日
、
憲
帯
劔
、
離
宮
経
一
・
箭
十
一
枚
目
大

　
⑫
革
一
一
、
盛
糀
三
斗
・
米
五
斗
、
騎
馬
蘭
越
黙
南
塞
天
田
出
、
、
西
南
玄
。
以
此
軍
団

　
⑬
劾
。
無
長
吏
教
使
劾
者
。
状
具
此
。

（
送
り
状
A
）

　
建
武
五
年
九
月
癸
酉
朔
壬
午
、
令
史
立
敢
言
之
。
謹
移
劾
劾
状

　
｝
編
。
敢
言
之
。

（
送
り
状
C
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
九
月
壬
午
、
甲
渠
候
□
移
居
延
。
寓
移
書
到
。
如
律
令
。
　
・
旧
史
立

図
。
℃
．
↓
①
o
◎
…
H
①

国
・
℃
●
日
①
o
Q
…
一
刈

国
．
娼
●
↓
①
G
◎
…
H
c
Q

図
」
℃
。
8
①
G
Q
…
H
り

　
国
．
娼
●
8
①
o
Q
”
鱒
鱗

　
　
　
　
　
　
　
②

図
。
℃
●
↓
①
O
Q
”
b
っ
①
｝

　
団
●
勺
●
6
①
Q
Q
”
卜
δ
圃

　
国
。
℃
・
目
①
○
◎
”
b
o
G
◎

国
。
勺
。
8
①
○
。
”
H
ω

国
．
℃
。
日
①
G
◎
”
蒔
b
o

　
　
　
　
　
　
　
　
切

　
　
　
　
　
　
　
　
σ

国
●
℃
・
8
①
c
。
”
お
　
　
9
7



　
さ
ら
に
本
文
の
排
列
を
復
原
で
き
る
も
の
に
、
主
年
令
空
冷
劾
状
（
膨
●
勺
。
8
①
○
◎
鮪
日
～
同
b
∂
）
、
甲
渠
守
候
長
昌
林
劾
状
（
送
り
状
国
●
勺
●
日
⑦
。
。
”

b。

潤
`
ω
。
。
、
本
文
「
状
」
閃
●
℃
』
①
。
。
…
。
。
α
～
ら
）
、
令
軍
卒
劾
状
（
送
り
属
国
．
勺
・
日
①
。
。
”
。
。
ど
。
。
・
。
、
本
文
非
「
状
」
国
．
型
日
①
。
。
“
。
。
ω
～
8
）
が
あ
る
。
こ
れ

ら
は
文
章
の
続
き
具
合
か
ら
本
文
が
復
原
で
き
る
も
の
で
、
本
文
の
排
列
は
『
居
延
新
雨
』
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
以
後
の
考
察
で
言
及

さ
れ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
で
引
用
で
き
な
か
っ
た
の
で
『
居
延
新
簡
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。

98　〈748）

2
　
劾
状
本
文
の
検
討

　
前
節
に
於
い
て
復
原
さ
れ
た
令
史
立
干
状
と
不
侵
題
意
長
業
亡
状
を
中
心
に
、
劾
状
を
構
成
す
る
二
種
類
の
本
文
、
即
ち
本
文
「
状
」
と
本

文
非
「
状
」
各
々
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
節
の
目
的
で
あ
る
。

　
初
め
に
劾
状
本
文
に
見
え
る
文
言
の
検
討
か
ら
始
め
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
○
「
案
」
…
…
「
案
」
は
験
問
・
調
査
の
意
味
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
文
書
発
信
者
の
当
該
案
件
に
対
す
る
判
断
・
見
解
で
あ
る
（
籾
山
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

九
五
）
。
不
侵
単
二
長
業
劾
状
で
は
「
案
常
等
持
禁
物
蘭
越
塞
面
喰
関
傲
」
と
あ
る
が
、
　
「
禁
物
」
は
国
外
持
出
禁
止
物
品
、
「
蘭
」
は
違
法
出

⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

入
、
「
関
電
」
は
関
所
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
案
」
中
の
「
持
禁
物
」
は
劾
状
本
文
の
「
帯
大
刀
劔
及
鍍
各
一
更
各
面
蒲
扇
尺
白
刀
鞠
問
＝
、

「
蘭
越
塞
干
辺
関
傲
」
は
「
蘭
越
甲
渠
当
曲
逼
塞
面
河
水
中
天
田
出
」
と
い
う
具
体
的
記
述
を
そ
れ
ぞ
れ
承
け
た
違
法
行
為
の
一
般
的
表
記
で
、

所
謂
罪
名
に
相
当
す
る
。
甲
渠
守
候
長
昌
林
劾
状
で
は
「
案
」
以
前
の
具
体
的
記
述
が
「
蘭
越
甲
還
却
適
黙
北
塞
天
田
出
」
（
国
・
｝
、
●
日
①
・
。
“
ω
。
。
）

で
あ
る
の
に
対
し
、
「
案
」
で
は
「
蘭
越
塞
天
田
出
入
」
（
国
．
勺
●
日
0
。
。
”
。
。
O
）
と
「
出
入
」
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
案
」
の
「
蘭
越
塞
天
田

出
入
」
が
個
別
具
体
的
記
述
で
は
な
く
、
既
に
一
般
化
さ
れ
た
罪
名
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
こ
の
他
に
も
「
軟
弱
不
任
聖
職
」
「
闘
傷
」
「
賊
傷
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

「
盗
官
兵
」
「
不
憂
事
辺
」
「
私
去
箸
」
等
と
い
う
特
定
の
語
が
T
六
八
出
土
劾
状
関
係
簡
の
「
案
」
の
中
に
屡
々
現
れ
る
こ
と
も
、
こ
れ
ら
の

語
が
一
般
的
表
記
と
レ
て
の
罪
名
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
甲
奴
守
候
長
昌
林
三
選
に
見
え
る
よ
う
に
、
送
り
状
矧
の
「
春
鳥
詣
居
延
獄
」
に
現

れ
る
人
物
と
こ
の
「
案
し
の
違
法
行
為
者
は
同
一
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
違
法
行
為
者
こ
そ
が
二
面
の
被
愚
息
者
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
劾
状
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の
門
案
」
以
下
は
挙
劾
者
に
よ
る
被
挙
劾
者
の
犯
し
た
罪
名
指
摘
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
○
「
逐
捕
未
得
答
案
験
未
寛
」
…
…
「
逐
捕
」
は
追
跡
逮
捕
の
意
。
こ
の
文
言
は
被
挙
劾
老
が
逃
亡
中
の
劾
状
に
固
有
で
あ
り
、
「
未
得
」

は
被
挙
劾
者
未
逮
捕
の
こ
と
で
あ
る
。
「
壱
」
宇
は
、
漢
二
士
に
「
母
以
宅
為
解
」
「
母
壱
急
」
の
例
が
あ
り
、
そ
れ
に
倣
え
ば
「
他
」
と
読
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

「
壱
案
験
未
寛
」
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
「
案
験
」
は
二
面
・
尋
問
の
意
、
「
魔
」
は
「
尽
く
す
」
「
完
了
す
る
」
の
意
で
あ
る
。
従
っ
て
、
文

意
は
「
追
跡
逮
捕
に
務
め
た
が
ま
だ
逃
走
中
で
、
上
記
以
外
、
尋
問
は
ま
だ
完
了
し
て
お
り
ま
せ
ん
」
と
な
る
。
こ
の
文
言
は
送
り
状
ぴ
を
附

す
劾
状
に
は
あ
る
が
、
B
の
劾
状
に
は
無
い
の
で
、
送
り
状
B
と
矧
は
被
挙
劾
老
の
逮
捕
未
逮
捕
に
よ
る
使
い
分
け
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
こ
の
文
言
の
存
在
か
ら
、
劾
状
は
逮
捕
未
逮
捕
に
関
係
な
く
違
法
行
為
発
覚
の
時
点
で
作
成
さ
れ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
よ
う
。

　
○
「
状
辞
日
」
…
…
「
辞
」
は
漢
簡
の
用
例
で
は
常
に
人
の
発
言
・
供
述
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
前
平
元
年
九
月
謡
講
朔
丙
辰
、
不
侵
無
断
長
士
吏
獄
敢
言
立
。
謹
選
問
不
侵
候
史
殿
、
塁
壁
、
士
伍
、
居
曲
鳴
沙
里
、
思
懸
歳
、
姓
衣
氏
、
故

　
　
民
。
今
年
八
月
癸
酉
、
除
爲
不
坦
坦
史
、
日
日
瞬
断
職
。
嚴
新
除
、
未
有
半
逐
器
物
。
自
言
尉
難
所
日
、
母
追
管
物
。
駿
遣
嚴
往
來
、
母
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肖
．
℃
・
↓
㎝
Φ
”
一

こ
の
簡
の
「
辞
日
」
以
下
に
は
、
爵
・
県
・
里
・
年
齢
・
姓
・
任
官
時
期
・
宮
名
・
職
務
内
容
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
か
か
る
記
述
様
式
は
ま

た
候
母
君
駈
責
出
挙
事
墨
書
の
劇
通
の
愛
書
冒
頭
に
も
見
ら
れ
、
共
に
被
験
間
者
自
身
に
よ
る
身
元
確
認
で
あ
る
。
言
う
迄
も
な
く
「
辞
日
」

以
下
は
被
験
間
者
の
供
述
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
記
述
様
式
は
供
述
時
の
身
元
確
認
の
定
型
で
あ
ろ
う
。
避
状
も
こ
れ
と
同
一
の
記
述
様
式
を

取
り
、
且
つ
「
辞
日
」
以
下
の
内
容
が
劾
状
発
信
者
即
ち
挙
劾
者
自
身
の
身
元
確
認
で
あ
る
か
ら
、
当
然
「
留
日
」
以
下
は
挙
二
者
自
身
の
供

述
で
あ
る
。

　
「
状
」
は
文
書
で
は
な
く
状
況
・
事
実
経
過
の
意
で
あ
る
。
次
の
簡
は
激
伝
達
留
遅
に
つ
い
て
の
都
尉
府
の
謎
責
に
対
す
る
甲
渠
候
官
の
返

　
　
　
⑭

答
で
あ
る
。

　
　
持
行
到
府
。
皆
後
宮
等
到
回
虫
。
記
到
、
各
推
辞
界
中
、
置
付
日
蒔
、
具
言
状
、
愈
月
廿
六
日
。
懸
案
、
郷
癌
夫
丁
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宮
入
關
撤
、
不
過
界
中
。
男
子
郭
長
入
關
激
、
十
一
月
十
八
日
乙
未
食
堂
五
分
、
ち
木
日
除
…
平
張
勤
受
淵
井
賊
勢
　
　
　
　
　
　
　
　
国
．
℃
．
局
さ
。
さ
。
”
ω
b
。
腿

「
具
言
状
」
「
と
い
う
命
令
に
対
す
る
回
答
が
「
謹
案
」
以
下
の
撤
伝
達
状
況
で
あ
る
か
ら
、
「
状
」
は
状
況
・
事
実
経
過
の
意
で
あ
る
。
こ
の

点
、
簡
順
の
み
な
ら
ず
文
献
の
用
例
で
も
同
様
で
あ
る
。
『
東
観
漢
記
』
光
武
帝
紀
建
武
六
年
条
「
代
郡
太
守
劉
興
将
数
百
専
攻
賞
覧
。
上
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

激
至
、
光
武
知
野
壷
敗
」
は
、
「
状
を
上
す
の
傲
至
る
に
」
と
訓
ぜ
ら
れ
、
「
状
」
は
文
書
で
は
な
く
状
況
・
事
実
経
過
の
意
で
あ
る
。

　
こ
の
「
状
辞
日
」
に
は
前
節
で
指
摘
し
た
如
く
「
状
具
此
」
が
結
び
の
文
言
と
し
て
対
応
し
て
い
る
。
「
状
具
此
」
に
類
似
の
表
現
に
は
「
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

具
此
」
「
辞
具
此
」
が
あ
り
、
全
て
文
末
尾
に
位
置
し
こ
の
文
言
で
文
章
が
終
わ
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
は
書
止
め
文
言
で
あ
る
。
「
対
具
此
」

の
「
対
」
は
、

　
　
Z
牛
車
不
載
穀
詣
官
。
具
製
。
光
叩
頭
死
罪
死
罪
謝
日
、
光
不
敢
虞
吏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
。
b
。
蒔
・
H
O
（
〉
ω
し
。
）

の
如
く
、
漢
簡
で
は
繰
車
・
謎
責
に
対
す
る
回
答
・
弁
明
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
。
そ
し
て
書
止
め
文
言
「
対
塁
此
」
を
持
つ
簡
の
内
容
も
、

「
対
」
字
に
対
応
す
る
如
く
験
問
・
謎
責
に
対
す
る
回
答
・
弁
明
で
あ
る
。

　
　
図
以
高
畠
、
令
吏
卒
射
、
折
傷
兵
、
不
以
時
出
付
折
傷
簿
。
叩
頭
死
罪
。
封
具
此
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
G
。
ζ
・
お
（
》
C
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

「
以
時
」
は
「
速
や
か
に
」
の
意
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
簡
は
折
傷
簿
提
出
遅
延
の
異
界
に
対
す
る
回
答
・
弁
明
で
あ
ろ
う
。
先
の
簡
に
見
え
る

「
叩
頭
死
罪
」
の
文
言
が
あ
る
こ
と
も
、
こ
の
簡
が
験
問
・
囲
障
に
対
す
る
回
答
・
弁
明
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
そ
の
回
答
・
弁
明
に
続
け
て

書
止
め
文
言
「
対
具
此
」
が
来
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
文
言
は
「
回
答
・
弁
明
は
以
上
で
終
わ
り
」
と
い
う
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。
「
対
尊
卑
」

が
か
く
理
解
さ
れ
れ
ば
、
「
雨
具
此
」
も
同
様
に
「
状
は
以
上
で
終
わ
り
」
と
い
う
意
味
に
な
ろ
う
。
更
に
、
こ
の
「
状
見
開
」
と
対
応
す
る

「
早
耳
日
」
の
「
状
」
に
つ
い
て
も
、
書
止
め
文
言
「
坐
具
此
」
と
の
対
応
か
ら
、
以
下
の
部
分
が
「
状
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
表
題
的
な
も
‘

の
と
解
釈
さ
れ
よ
う
。
か
か
る
表
題
的
表
記
は
髪
書
に
も
見
ら
れ
、
罫
書
部
分
は
表
題
的
記
載
「
髪
書
」
で
始
ま
り
、
書
止
め
文
言
「
脳
髄
愛

書
」
で
終
わ
っ
て
い
る
（
籾
山
一
九
九
二
）
。

　
以
上
の
検
討
か
ら
「
状
辞
日
」
は
「
以
下
状
況
・
事
実
経
過
。
（
念
者
者
の
Y
辞
に
曰
く
」
と
解
釈
さ
れ
る
。
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○
「
冷
罵
知
而
劾
無
長
吏
（
教
）
使
劾
者
」
…
…
「
長
吏
」
は
感
官
で
は
鄭
候
と
高
誼
を
い
う
（
永
田
一
九
八
九
e
）
。
「
以
慧
知
而
劾
」
は
、
後

述
の
如
く
こ
の
文
言
以
前
が
挙
劾
に
至
る
経
緯
の
説
明
で
あ
る
の
で
、
「
以
上
の
事
情
に
よ
っ
て
違
法
事
実
を
知
り
馳
駆
す
る
」
の
意
で
あ
る
。

こ
の
部
分
は
「
無
長
吏
使
（
教
）
懸
者
」
を
「
劾
」
の
対
象
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
「
劾
」
で
文
は
終
わ
り
、
長
吏
が
挙
劾
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
。
先
述
の
如
く
送
り
状
別
で
護
送
さ
れ
る
人
物
、
即
ち
「
案
」
以
下
で
罪
名
指
摘
さ
れ
て
い
る
違
法
行
為
者
が
被
挙
落
掌
だ
か

ら
で
あ
る
。
事
件
の
経
緯
か
ら
見
て
も
長
吏
を
挙
属
す
る
こ
と
は
考
え
難
い
。
甲
云
云
候
長
昌
林
業
状
は
新
富
民
趙
良
が
夜
道
に
迷
っ
て
甲
渠

却
適
黙
北
塞
天
田
を
違
法
に
越
え
た
事
に
関
す
る
挙
劾
で
あ
る
が
、
長
吏
（
鄭
候
．
塞
尉
）
は
こ
の
違
法
行
為
を
全
く
関
知
し
て
い
な
い
か
ら
で

あ
る
。
さ
す
れ
ば
「
無
長
吏
（
教
）
熱
量
者
」
は
「
長
吏
の
指
示
に
因
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
判
断
で
認
諾
し
た
」
の
意
と
な
ろ
う
か
。

　
以
上
で
文
言
の
検
討
を
終
わ
り
、
次
に
は
本
文
「
状
」
と
本
文
非
「
状
」
と
の
相
違
点
を
検
討
し
よ
う
。
初
め
に
本
文
中
に
現
れ
る
人
物
の

身
元
記
載
に
つ
い
て
。

　
帯
磁
者
の
身
元
記
載
は
、
本
文
「
状
」
で
は
爵
・
県
・
里
・
年
齢
・
姓
・
任
官
時
期
・
官
名
・
職
務
内
容
の
順
で
記
さ
れ
、
こ
れ
は
供
述
者

自
身
に
よ
る
身
元
確
認
の
定
式
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
本
文
非
「
状
」
で
は
そ
も
そ
も
挙
覇
者
自
身
が
文
中
で
全
く
言
及
さ
れ
な
い
。
被
愚
者

者
に
つ
い
て
は
・
本
文
「
状
」
で
管
名
は
あ
る
も
の
の
所
謂
名
将
蛍
は
全
寵
繋
な
魎
本
文
非
「
状
」
で
は
官
名
虚
無
．
爵
．

姓
名
・
年
齢
が
こ
の
順
で
表
記
さ
れ
、
爵
・
年
齢
の
省
略
も
あ
る
が
、
漢
簡
中
の
名
籍
は
か
か
る
書
式
を
取
る
の
が
一
般
で
あ
り
（
永
生
一
九
八

九
a
）
、
身
元
記
載
の
要
件
は
満
た
し
て
い
る
。

　
本
文
の
記
述
方
法
も
相
違
し
て
い
る
。
令
史
立
劾
状
に
つ
い
て
指
摘
す
れ
ば
、
本
文
「
状
」
で
は
被
挙
劾
者
原
盤
が
獄
官
夏
侯
諏
に
傷
を
負

わ
せ
る
に
至
る
経
緯
の
詳
細
な
記
述
が
あ
る
の
に
対
し
、
本
文
非
「
状
」
で
は
そ
の
経
緯
は
全
て
省
略
さ
れ
傷
害
行
為
の
時
点
か
ら
記
述
が
始

ま
っ
て
い
る
。
ま
た
傷
害
行
為
後
の
経
過
に
つ
い
て
も
、
本
文
「
状
」
で
は
原
憲
の
逃
走
に
伴
い
郭
候
が
総
意
者
令
達
立
と
共
に
追
跡
し
、
原

画
の
治
所
で
そ
の
逃
亡
状
況
を
黙
長
調
長
に
尋
問
し
た
こ
と
が
、
時
間
経
過
に
従
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
本
文
非
「
状
」
で
は

事
実
内
容
が
記
載
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
同
様
に
甲
渠
守
候
長
昌
林
帯
状
本
文
「
状
」
で
も
、
被
挙
劾
者
趙
良
の
違
法
行
為
が
発
覚
し
て
挙
劾
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さ
れ
る
に
至
る
経
緯
が
時
間
順
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
、
本
文
「
状
」
は
智
能
に
至
る
経
緯
の
説
明
に
重
点
が
あ
る
と
い
え

る
。
一
方
面
本
文
非
「
状
」
は
挙
劾
に
至
る
経
緯
の
説
明
よ
り
も
、
寧
ろ
違
法
事
実
自
体
の
指
摘
に
重
点
が
あ
る
。
主
官
邸
品
等
帯
状
本
文
非

「
状
」
に
は
「
三
月
己
亥
、
除
署
第
四
部
。
梯
団
短
気
。
主
亭
黙
七
所
弊
呼
扁
と
い
う
、
本
文
「
状
」
に
は
な
い
記
述
が
あ
る
。
「
主
鍔
際
…
七

所
暁
呼
」
は
、

　
　
建
武
黍
年
十
月
辛
酉
朔
壬
戌
、
主
官
令
史
諏
遊
里
之
。
愛
書
。
不
侵
候
潜
居
延
中
宿
里
口
業
、
主
省
除
州
黍
所
瞬
呼
不
才
治
、
論
衡
不
苦
学
。
罪
業
軟
弱
不

　
　
一
任
吏
職
、
以
令
斥
免
。
宿
如
愛
書
。
敢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
　
言
之
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
．
剛
．
閏
鴇
鱒
①
。
。
り
＋
団
O
O

に
見
え
る
よ
う
に
「
軟
弱
不
二
奉
職
」
の
構
成
要
件
の
一
つ
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
記
述
も
被
挙
劾
者
の
違
法
事
実
、
こ
こ
で
は
職
務
不
履
行
の

事
実
指
摘
で
あ
る
。

　
ま
た
、
逸
史
立
面
状
で
は
罪
名
指
摘
の
「
案
」
が
本
文
「
状
」
に
は
な
く
、
本
文
非
「
状
」
に
し
か
な
い
こ
と
も
、
か
か
る
特
徴
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
前
述
の
如
く
「
案
」
以
下
の
部
分
は
挙
劾
者
に
よ
る
被
挙
油
魚
の
罪
名
指
摘
で
あ
る
が
、
そ
の
「
案
」
が
本
文
非
「
状
」
の
必
須

要
素
で
あ
る
こ
と
は
、
や
は
り
被
挙
劾
者
の
罪
名
指
摘
に
そ
の
重
点
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

　
本
節
に
お
い
て
先
に
指
摘
さ
れ
た
こ
と
も
、
か
か
る
本
文
の
特
徴
と
の
関
連
で
理
解
さ
れ
よ
う
。
挙
劾
者
と
被
挙
劾
者
の
身
元
記
載
の
相
違

に
つ
い
て
は
、
本
文
「
状
」
で
は
雲
華
の
経
緯
説
明
が
中
心
な
の
で
、
違
法
窮
実
を
知
見
し
た
挙
劾
老
が
文
書
の
主
体
と
な
り
、
本
文
非
「
状
」

で
は
違
法
事
実
が
中
心
な
の
で
違
法
行
為
者
で
あ
る
被
挙
劾
者
が
主
体
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
状
況
・
事
実
経
過
の
意
で
あ
る
門
状
」

を
含
む
「
状
辞
日
」
「
状
具
此
」
が
本
文
「
状
」
に
固
有
の
文
言
で
あ
る
こ
と
も
、
本
文
の
か
か
る
性
格
か
ら
す
れ
ば
当
然
で
あ
り
、
「
冠
辞
日
」

の
「
状
」
は
「
挙
劾
に
至
る
」
状
況
・
事
実
経
過
の
意
と
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
「
以
此
丈
而
劾
無
長
吏
教
使
劾
者
」
の
語
も
、
こ
れ
は
挙
劾
の

経
緯
に
関
す
る
文
言
で
あ
る
ゆ
え
本
文
非
「
状
」
に
現
れ
る
は
ず
は
な
い
。

　
①
　
劾
状
本
文
と
送
り
状
の
組
合
せ
は
以
下
同
様
に
日
附
と
本
文
「
状
」
冒
頭
の
挙
　
　
　
　
　
劾
者
の
身
元
記
載
に
よ
る
。
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居延漢鳩笛状関係研書の復原（鷹取）

②
　
こ
の
簡
の
裏
に
表
と
同
筆
で
「
光
画
」
と
あ
る
。

③
第
一
章
註
③
参
照
。

④
　
第
一
章
四
節
所
掲
お
α
・
旨
》
十
窃
0
0
・
b
。
O
諺
。

⑤
『
漢
書
』
巻
五
〇
汲
島
伝
応
勧
注
「
律
、
胡
市
、
吏
罠
不
得
持
兵
器
及
鉄
出
関
。
」

⑥
　
　
『
漢
書
』
巻
藁
〇
畏
縮
伝
臣
環
注
「
無
韓
国
出
入
為
閑
也
。
」

⑦
　
『
後
漢
書
』
伝
七
八
西
域
伝
「
至
於
宜
元
之
世
、
廊
下
国
連
、
関
微
不
閉
、
羽

　
微
不
行
。
」

⑧
　
　
「
軟
弱
不
任
吏
職
」
は
主
官
令
史
謙
劾
状
と
国
．
℃
．
目
①
。
。
二
ω
b
。
、
「
闘
傷
」
は

　
国
史
立
劾
状
、
「
賊
傷
」
は
国
．
℃
・
目
①
。
。
”
一
謡
粘
箇
、
「
盗
官
兵
」
は
令
史
立
劾

　
状
、
「
不
憂
事
辺
」
は
晋
山
某
劾
状
と
国
9
勺
．
同
①
。
。
”
ぱ
ω
、
「
私
挨
拶
」
は
局
・
弓
．

　
日
⑦
Q
。
二
方
に
見
え
る
。

⑨
嵩
り
・
O
（
〉
。
。
ω
）
。

⑩
本
文
所
掲
の
二
劾
状
と
同
じ
く
「
蘭
越
」
の
語
が
あ
る
甲
渠
守
候
長
昌
林
劾
状

　
で
は
、
違
法
行
為
者
が
既
に
逮
捕
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
の
文
言
は
な
い
。

⑪
　
愛
書
の
場
合
も
「
宅
如
愛
書
」
と
読
む
（
籾
山
一
九
九
二
）
。

⑫
『
史
記
』
巻
八
七
足
無
列
伝
コ
一
世
以
為
然
、
．
欲
案
丞
相
、
山
国
不
審
、
乃

　
使
人
案
験
三
川
守
與
盗
通
状
。
」

三
　
「
劾
状
」
の
語
義

・
⑭
　
　
国
・
℃
●
の
戯
．
8
b
㊤
…
O
、
『
後
漢
磐
』
紀
山
郡
山
｛
帝
紀
永
嶽
一
年
年
五
月
條
「
晶
共
ム
¶
応
唱
岬
帥

　
官
繋
囚
罪
非
殊
死
、
考
未
覧
者
、
一
切
任
出
以
須
立
秋
。
」

⑭
　
同
内
容
の
簡
国
．
娼
・
司
・
爬
b
。
”
這
㎝
～
H
曾
よ
り
、
こ
の
簡
は
居
延
都
尉
府
か
ら

　
の
謎
責
に
対
す
る
甲
渠
候
官
の
返
答
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑮
　
　
『
漢
書
』
巻
六
九
趙
充
用
伝
に
は
「
上
養
田
、
皇
帝
問
後
将
軍
、
…
…
敦
計
其

　
便
、
聯
奏
。
直
黒
樋
状
日
」
と
あ
り
、
い
か
に
も
「
状
」
は
文
書
を
指
す
が
如
く

　
見
え
る
が
、
『
東
観
漢
記
』
に
倣
っ
て
「
状
況
を
申
し
上
げ
て
言
う
に
は
」
と
解
釈

　
す
べ
き
で
あ
る
。

⑯
「
対
具
此
」
の
文
言
を
持
つ
例
は
ω
り
・
舘
（
》
c
。
）
と
職
階
ω
旨
・
お
。
図
．
℃
．

　
口
器
”
島
Φ
は
「
対
日
此
」
に
作
る
が
「
日
」
は
「
具
」
の
誤
写
で
あ
ろ
う
。
「
辞

　
具
此
」
の
例
は
閃
・
勺
●
8
器
”
慈
鮒
団
．
帽
・
国
b
。
b
。
”
。
。
潔
で
、
す
べ
て
こ
の
文
言
で

　
文
章
が
終
わ
っ
て
い
る
。

⑰
国
．
℃
●
↓
O
b
。
誌
O
H
。

⑱
甲
渠
藩
候
長
昌
林
劾
状
で
は
被
挙
劾
掌
理
良
に
つ
い
て
「
新
占
民
踏
固
臨
仁
里
」

　
と
県
里
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
昆
の
場
合
は
官
名
の
代
替
で
あ
る
。

⑲
籾
山
一
九
九
二
で
こ
の
二
簡
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
図
版
に
よ
っ
て

　
接
続
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
召
状
冊
書
全
体
の
排
列
復
原
に
入
る
前
に
、
「
劾
状
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。
何
故
な
ら
、
「
㊧
右
劾
状
」
（
国
●
型
諺
・
。
”

。。

E。
?）

ﾆ
「
㊧
右
劾
及
状
」
（
国
。
℃
・
d
［
朝
⑦
”
H
H
G
◎
）
な
る
簡
が
存
在
し
、
単
純
に
対
比
す
れ
ば
「
劾
状
」
は
「
劾
」
と
「
状
」
の
工
物
と
解
釈
さ
れ
、

こ
れ
に
倣
え
ば
送
り
状
A
の
「
謹
移
塩
豆
一
編
」
も
「
劾
」
と
「
状
」
と
理
解
さ
れ
得
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
前
掲
本
文
「
状
」
の
書
き
始
め
は
全
て
「
状
辞
日
」
に
作
る
が
、
「
劾
状
辞
日
」
に
作
る
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
劾
状
。
僻
日
、
公
乗
、
日
勒
益
轟
里
、
年
冊
歳
、
姓
孫
氏
。
廼
元
康
三
年
七
月
戊
午
、
以
功
次
骨
壷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
。
O
・
只
〉
。
。
ω
）
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こ
の
簡
の
記
載
様
式
は
繁
劇
本
文
「
状
」
の
冒
頭
と
完
全
に
一
致
す
る
の
で
、
こ
れ
が
本
文
「
状
」
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
「
状
辞
日
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

は
「
掌
状
辞
日
」
の
省
略
表
現
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
故
、
「
劾
状
」
は
「
劾
」
が
「
状
」
を
修
飾
す
る
構
造
の
一
語
で
あ
る
。
も
し

も
「
劾
状
辞
日
」
の
「
掌
状
」
が
「
劾
」
と
「
状
」
二
物
な
ら
ば
、
「
経
料
」
と
「
状
」
の
語
義
が
異
な
る
の
で
「
劾
」
を
省
略
し
得
な
い
。
ま

た
、
「
劾
状
」
が
二
物
な
ら
ば
「
挙
劾
と
そ
の
経
緯
」
の
意
と
な
る
が
、
令
史
立
業
状
で
は
「
劾
」
に
至
る
経
緯
説
明
は
有
る
も
の
の
、
被
挙

劾
者
の
罪
名
指
摘
に
当
た
る
「
案
」
が
無
い
の
で
、
「
劾
」
即
ち
挙
劾
に
相
当
す
る
部
分
は
「
状
辞
日
」
で
始
ま
る
本
文
「
状
」
に
存
在
し
な
い

こ
と
と
な
る
。
か
か
る
理
由
か
ら
も
本
文
「
状
」
冒
頭
の
「
状
辞
日
」
は
「
劾
縫
帯
日
」
の
省
略
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
こ
の
様
に
「
劾
状
」
の
語
を
「
挙
劾
に
至
る
経
緯
」
と
解
釈
す
れ
ば
、
送
り
状
A
「
謹
移
避
状
一
編
」
も
「
謹
ん
で
挙
劾
に
至
る
経
緯
に
つ

い
て
の
一
編
を
送
付
す
る
」
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
同
一
文
書
中
の
同
一
語
に
異
な
っ
た
意
味
を
想
定
す
る
の
は
不
自
然
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
「
謹
移
」
と
「
一
編
」
の
間
の
文
書
名
称
で
あ
る
べ
き
部
分
に
「
挙
劾
に
至
る
経
緯
」
と
い
う
文
書
内
容
を
表
す
語
が
来
る
が
、
か

か
る
表
現
は
漢
簡
で
は
通
例
で
あ
る
。

　
　
　
智
露
二
年
五
月
己
丑
朔
戊
戌
、
候
長
壽
敢
言
之
。
謹
移
「
成
卒
自
言
餌
壷
財
物

　
　
吏
民
所
定
」
一
編
。
三
三
之
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
・
℃
●
目
㎝
ω
”
さ
。
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

で
は
括
弧
部
分
が
送
付
文
書
の
内
容
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
送
付
文
書
の
呼
称
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
「
劾
状
」
を
「
挙

劾
に
至
る
経
緯
」
と
解
釈
し
て
も
記
載
様
式
の
点
で
も
特
に
問
題
は
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
劾
状
に
見
え
る
「
三
号
」
の
語
は
「
挙
劾
に
至
る
経
緯
」
と
い
う
意
の
一
語
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
な
お
、
先
の
「
右

隔
壁
状
」
「
右
劾
状
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
俄
に
は
断
じ
得
な
い
が
、
た
だ
、
こ
れ
ら
の
尾
題
簡
は
丁
六
八
出
土
簡
に
見
え
な
い
の
で
、
本
稿

の
考
察
対
象
で
あ
る
劾
状
冊
書
の
中
に
は
含
ま
れ
な
い
と
考
え
る
。

　
①
　
盆
・
這
（
｝
。
。
）
も
「
劾
状
滞
日
」
に
作
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
「
辞
」
の
以
下
の
内
容
か
ら
「
状
」
が
「
挙
劾
に
至
る
経
緯
」
の
意
で
あ
る
と

　
②
　
第
二
章
二
節
に
お
い
て
、
惣
菜
本
文
「
状
」
の
冒
頭
「
状
辞
日
」
の
語
に
関
し
　
　
　
　
　
考
え
た
が
、
こ
の
「
網
状
累
日
」
の
例
に
よ
っ
て
誤
り
無
き
こ
と
確
認
さ
れ
る
。
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③
　
「
名
籍
」
な
る
語
が
附
い
て
も
そ
の
前
の
部
分
が
間
定
化
さ
れ
た
文
書
名
称
と

限
ら
な
い
。
国
．
℃
・
目
留
“
お
り
は
明
ら
か
に
文
書
内
容
に
名
籍
の
語
を
附
し
て

い
る
。

四
　
劾
状
冊
書
の
排
列
復
原

1
　
劾
状
冊
書
の
構
成

居延漢簡劾状関係冊書の復原（鷹取）

　
冊
書
の
排
列
復
原
に
当
た
っ
て
第
一
に
検
討
す
べ
き
は
、
劾
状
事
書
が
全
体
で
一
文
書
を
成
す
の
か
、
そ
れ
と
も
、
中
継
転
送
文
書
で
あ
る

送
り
状
C
を
除
く
A
と
B
（
B
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
を
伴
い
独
立
し
た
一
文
書
を
各
々
溝
成
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
閥
題
で
あ
る
。
こ
れ

は
裁
判
制
度
に
お
け
る
単
二
手
続
き
の
理
解
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
問
題
で
あ
る
が
、
次
の
理
由
か
ら
独
立
の
二
文
書
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

ま
ず
、
劾
状
を
構
成
す
る
三
種
類
の
送
り
状
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
送
り
状
A
は
文
書
送
付
の
際
に
附
加
さ
れ
る
送
り
状
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

B
（
ノ
B
）
は
厳
密
に
は
送
り
状
で
は
な
く
そ
れ
自
体
が
独
立
し
た
文
書
、
C
は
他
の
文
書
に
追
加
さ
れ
る
中
継
転
送
文
書
で
あ
る
。
今
、
仮
に

宮
阜
冊
書
が
全
体
で
一
文
書
を
形
成
し
て
い
た
と
す
る
と
、
本
体
と
な
る
文
書
が
B
（
ノ
B
）
で
、
こ
れ
に
送
り
状
A
が
添
附
さ
れ
甲
毒
断
官
へ
、

候
官
で
B
（
ノ
B
）
＋
A
に
中
継
転
送
文
書
C
が
追
加
さ
れ
居
延
県
に
送
付
さ
れ
た
、
と
な
ろ
う
。
か
く
考
え
た
場
合
、
①
本
文
「
状
」
と
本
文

非
「
状
」
は
当
然
B
、
（
B
）
と
共
に
甲
渠
昇
官
へ
送
ら
れ
る
文
書
本
体
を
構
成
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
一
文
書
の
中
に
は
ぼ
同
内
容
の
も

の
が
二
部
含
ま
れ
る
必
要
性
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
②
送
り
状
A
に
は
「
謹
移
帯
状
一
編
」
と
あ
る
の
で
、
送
付
さ
れ
る
B
（
B
）
及
び
両
本

文
は
「
病
状
」
と
な
る
。
こ
の
「
掌
状
」
は
前
章
の
検
討
に
依
れ
ば
「
挙
劾
に
至
る
経
緯
」
の
意
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
獄
に
対
し
て
挙
劾
し
裁

判
の
実
施
を
命
じ
る
B
（
B
）
の
内
容
と
合
致
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。
③
B
（
別
）
は
送
り
状
A
に
よ
っ
て
甲
渠
候
官
へ
送
付
さ
れ
る
が
、

先
述
の
如
く
文
書
内
容
か
ら
B
（
ノ
B
）
の
送
付
先
・
命
令
先
は
居
延
獄
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
舎
、
実
際
の
送
付
先
と
文
書
内
容
の
命
令
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

が
異
な
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
劾
状
冊
書
全
体
を
一
文
書
と
考
え
た
場
合
か
か
る
疑
閲
が
生
じ
る
故
、
送
り
状
A
と
B
（
ノ
B
）
は
各
ぺ
独

le5　（755）



立
の
文
書
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
で
は
本
文
と
送
り
状
は
如
何
な
る
組
合
せ
な
の
か
。
第
二
章
で
述
べ
た
如
く
、
本
文
「
状
」
は
挙
劾
に
至
る
経
緯
の
説
明
が
、
本
文
非
「
状
」

は
違
法
行
為
の
指
摘
が
中
心
で
あ
っ
た
。
送
り
状
は
、
A
が
候
官
へ
の
「
劾
状
」
の
送
付
、
8
（
B
）
が
獄
へ
の
挙
劾
と
裁
判
執
行
の
命
令
で

あ
っ
た
。
か
か
る
性
格
か
ら
、
本
文
「
状
」
に
は
送
り
状
A
が
、
本
文
非
「
状
」
に
は
送
り
状
B
（
B
）
が
組
合
さ
れ
る
こ
と
多
言
を
要
し
な

い
で
あ
ろ
う
。
本
文
「
状
」
が
「
劾
状
」
そ
の
も
の
、
本
文
非
「
状
」
が
送
り
状
B
（
B
）
と
共
に
告
発
文
を
構
成
す
る
。

　
次
に
、
送
り
状
C
に
つ
い
て
。
第
一
章
で
述
べ
た
如
く
、
C
は
中
継
転
送
文
書
で
A
か
B
（
B
）
に
追
加
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
今
、
送
り

状
C
が
B
（
，
B
）
に
追
加
さ
れ
た
と
仮
定
し
よ
う
。
そ
の
場
合
の
文
書
送
付
状
況
は
、
送
り
状
A
の
附
さ
れ
る
本
文
「
状
」
は
甲
渠
判
官
へ
、

送
り
状
B
（
B
）
の
附
く
本
文
非
「
状
」
は
先
ず
雲
隠
無
官
へ
提
出
さ
れ
、
そ
こ
で
郭
候
の
中
継
転
送
文
書
C
が
追
加
さ
れ
て
居
延
県
に
送
付

さ
れ
、
C
の
「
写
移
」
と
い
う
命
令
に
よ
っ
て
居
延
県
か
ら
居
延
県
門
へ
送
付
さ
れ
る
、
と
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
組
合
せ
に
は
問
題

が
あ
る
。

　
第
一
に
、
送
り
状
B
（
B
）
は
前
述
の
如
く
居
延
県
獄
裡
で
あ
る
か
ら
、
文
書
に
明
記
さ
れ
た
発
信
者
と
送
付
先
と
の
問
で
、
文
書
に
未
記

載
の
栄
福
郭
候
が
中
継
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
問
題
は
こ
の
よ
う
に
「
甲
母
式
」
と
記
さ
れ
た
文
書
が
丙
の
中
継
転
送
文
書
を
追
加
し
て
、

甲
↓
丙
↓
乙
と
送
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
元
康
五
年
詔
書
冊
や
黙
長
病
書
誌
な
ど
統
属
関
係
に
沿
っ
て
送
ら
れ
る

文
書
で
は
、
未
記
載
の
中
継
者
が
入
る
こ
と
は
な
く
、
文
書
に
明
記
さ
れ
た
受
領
者
へ
直
接
送
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
統
属
関
係
に
な
い
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

機
関
へ
の
送
付
文
書
の
場
合
も
、
債
権
関
係
文
書
に
見
ら
れ
る
如
く
、
野
宮
所
属
の
吏
卒
は
債
権
回
収
を
候
早
言
に
依
頼
し
、
他
機
関
へ
は
郵

候
発
信
文
書
に
よ
り
通
知
さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
、
文
書
に
記
さ
れ
た
発
信
者
と
送
付
先
と
の
間
に
第
三
者
が
介
在
す
る
こ
と
は
な
い
。
債
権

関
係
文
書
の
送
付
経
路
に
倣
え
ば
、
送
り
状
B
（
B
）
の
如
く
候
官
所
属
の
吏
が
他
機
関
で
あ
る
獄
に
文
書
を
送
付
す
る
場
合
に
も
、
　
「
敢
言

之
」
の
文
言
を
持
つ
候
宮
宛
の
上
申
文
書
の
中
で
獄
へ
の
転
送
を
依
頼
す
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
「
移
粒
度
獄
」
と
い
う
送
付

先
の
明
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
送
り
状
B
（
B
）
は
藩
候
の
中
継
を
経
ず
に
居
禁
獄
へ
直
接
送
付
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
無
官
所
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居延漢簡請状関係冊霞の復原（鷹取）

属
の
吏
が
郵
候
を
通
さ
ず
に
文
書
を
送
付
し
て
い
る
例
は
秋
射
関
係
文
書
に
も
見
え
る
。

　
　
甘
露
二
年
八
月
戊
午
朔
丙
戌
、
甲
渠
令
史
詩
敢
言
之
。
第
十
九
照
長
厳
言
言
、
當
以
早
秋
射
、
署
功
勢
。
雫
石
力
即
詰
矢

　
　
口
白
鼠
、
砦
鷹
令
。
甲
渠
候
漢
彊
・
守
令
史
齊
署
獲
中
矢
数
子
牒
。
嘗
如
髪
書
。
敦
冨
之
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
●
℃
．
円
認
二
ω
。
。

文
中
に
発
信
老
の
諸
賢
史
斉
と
と
も
に
甲
渠
言
論
彊
が
秋
射
の
命
中
数
を
牒
に
記
録
し
た
旨
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
候
官
宛
で
は
な
く
都
尉
府

宛
の
愛
書
で
あ
る
。
黒
影
発
信
の
こ
の
文
書
を
論
説
が
中
継
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。
何
故
な
ら
、
秋
射
関
係
で
は
こ
の
髪
書
と
は
別
に
慰
労

申
請
（
第
一
章
四
節
所
掲
・
。
。
。
・
嶺
）
が
郵
候
発
信
で
都
尉
府
に
送
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
も
愛
書
と
同
じ
く
秋
射
成
績
が
添
附
さ
れ
て
い
た
か
ら
で

　
④
あ
る
。
わ
ざ
わ
ざ
秋
射
成
績
を
婦
警
と
令
史
に
別
々
に
報
告
さ
せ
て
い
る
の
は
不
正
防
止
の
た
め
で
あ
り
、
従
っ
て
、
令
史
発
信
の
愛
書
を
鄭

候
が
中
継
す
る
こ
と
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
更
に
、
書
髭
成
績
の
記
録
者
と
し
て
郵
候
自
身
の
名
前
が
文
書
中
に
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
、

郵
候
が
発
信
者
側
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
様
に
候
宮
所
属
の
吏
発
信
の
文
蓄
は
、
必
ず
し
も
鄭
候
に
よ
っ
て
中
継
さ
れ
る
わ
け

で
は
な
く
、
文
書
は
そ
れ
に
明
記
さ
れ
た
送
付
先
へ
直
接
送
付
さ
れ
る
。

　
第
二
に
、
C
を
B
（
B
）
に
追
加
す
る
と
、
送
り
状
A
の
附
属
す
る
本
文
「
状
」
は
甲
渠
候
門
止
め
と
な
り
、
居
延
獄
に
は
B
（
酬
）
と
本

文
非
「
状
」
し
か
送
付
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
の
本
文
非
「
状
」
に
は
挙
豪
者
に
関
す
る
情
報
は
全
く
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、
獄
に
対

し
て
挙
義
者
の
情
報
が
送
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
自
証
髪
書
に
も
本
文
「
状
」
冒
頭
と
同
じ
身
元
確
認
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
証
言
が
事
実
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

な
い
場
合
、
証
不
言
請
律
に
よ
り
証
言
者
が
処
罰
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
同
様
に
、
挙
劾
の
場
合
も
そ
れ
が
事
実
で
な
い
場
合
に
は
誕
告
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

て
処
罰
の
対
象
と
な
っ
た
か
ら
、
挙
消
壷
の
身
元
確
認
は
不
可
欠
の
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
文
非
「
状
」
は
違
法
行
為
自
体
の
指
摘
の
み

で
事
実
経
過
の
説
明
が
無
い
場
合
が
あ
り
、
獄
に
対
し
て
事
実
経
過
の
報
告
が
さ
れ
な
い
場
合
も
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
か
か
る
問
題
点
か
ら
B
（
B
）
＋
C
と
い
う
組
合
せ
は
不
適
切
で
あ
り
、
送
り
状
C
は
A
に
追
加
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
組

合
せ
に
よ
っ
て
問
題
点
は
完
全
に
解
決
さ
れ
る
。

　
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
復
原
さ
れ
る
丁
六
八
出
土
層
状
関
係
文
書
の
作
成
・
伝
達
状
況
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
挙
劾
に
至
る
経
緯
説
明
で
あ
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る
「
劾
状
」
（
本
文
「
状
」
）
は
、
送
り
状
A
を
添
付
さ
れ
挙
世
者
か
ら
甲
原
町
官
へ
送
付
、
候
官
で
郵
候
の
送
り
状
C
が
追
加
さ
れ
居
延
県
へ
送

付
さ
れ
る
。
告
発
文
（
送
り
状
B
と
本
文
非
「
状
」
）
は
、
挙
劾
者
か
ら
獄
へ
直
接
送
付
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
羽
状
」
と
告
発
文
が
寄
々
の
経

路
で
居
全
県
と
獄
へ
送
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
か
か
る
文
書
送
付
形
態
は
先
述
の
秋
射
関
係
文
書
に
も
見
ら
れ
、
憶
病
に
お
け
る
文
書
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

政
の
一
特
微
を
為
す
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
組
合
せ
の
場
合
、
送
り
状
C
で
「
叢
叢
」
さ
れ
る
先
は
何
処
か
。
次
の
簡
は
一
つ
の
可
能
性
を
示
す
。

　
　
自
律
。
野
面
、
母
輕
重
、
皆
關
厨
所
二
千
石
宮
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
●
℃
●
6
同
O
“
b
。
》

こ
の
簡
に
拠
れ
ば
「
告
劾
」
は
二
千
石
芋
へ
報
告
す
る
と
い
う
規
定
が
囚
律
に
あ
っ
た
。
地
方
で
二
千
石
と
い
え
ば
太
守
を
指
す
か
ら
、
送
り

状
C
の
「
写
移
」
は
太
守
へ
の
「
写
移
」
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
ら
ば
県
に
対
し
「
気
移
」
を
命
じ
る
理
由
も
一
応
は
説
明
さ
れ
よ
う
。

　
こ
の
様
に
送
り
状
C
を
B
（
，
B
）
に
追
加
す
る
こ
と
で
、
文
書
内
容
と
送
付
形
態
に
関
す
る
問
題
は
解
消
す
る
の
で
あ
る
が
、
新
た
な
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

が
発
生
す
る
。
送
り
状
B
（
ノ
B
）
と
本
文
非
「
状
」
は
発
信
者
か
ら
獄
へ
の
直
接
送
付
で
あ
る
か
ら
候
官
を
経
由
し
な
い
は
ず
だ
が
、
こ
れ
ら

は
そ
の
候
官
肚
か
ら
出
土
し
、
さ
ら
に
、
前
述
の
如
く
送
り
状
C
も
含
め
一
案
件
の
詰
所
簡
全
体
が
同
筆
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
送
り
状

B
（
B
）
と
本
文
非
「
状
」
を
含
む
冊
書
全
部
が
甲
濁
声
官
に
お
い
て
書
写
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
事
実
を
最
も
自
然
に
解
釈
す
る

な
ら
ば
、
送
り
状
C
を
除
く
全
て
の
部
分
が
一
括
文
書
と
し
て
挙
劾
者
か
ら
候
官
へ
送
付
さ
れ
、
候
官
で
そ
れ
を
複
写
し
気
候
の
送
り
状
C
を

追
加
し
て
居
延
払
に
送
付
す
る
。
そ
の
際
候
官
で
作
成
し
た
控
え
が
T
六
八
出
土
劾
状
で
あ
る
、
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
が
一
括
文
書

で
な
い
こ
と
は
先
の
検
討
の
通
り
で
あ
る
。
一
方
、
劾
状
全
体
が
同
筆
で
あ
る
か
ら
こ
れ
が
甲
渠
候
官
で
書
写
さ
れ
た
こ
と
も
や
は
り
事
実
で

あ
る
。

　
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
本
文
「
状
」
の
記
載
様
式
で
あ
る
。
第
二
章
二
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
こ
の
記
載
様
式
は
験
問
に
お
い
て
被
験

間
者
自
身
が
供
述
す
る
身
元
確
認
の
定
型
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
被
験
間
者
の
供
述
を
験
問
老
自
身
又
は
他
の
吏
が
記
録
す
る
と
い
う
形
で

作
成
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
本
文
「
状
」
も
同
一
の
記
載
様
式
を
取
る
以
上
、
挙
劾
者
の
供
述
を
他
の
吏
が
記
録
す
る
と
い
う
同
～
の
作
成
手
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⑨

順
で
あ
っ
た
と
出
4
3
え
ら
れ
、
そ
の
場
が
候
官
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
可
能
性
を
示
す
の
が
先
に
排
列
を
復
原
し
た
令
茶
立
胞
状
で
あ
る
。

本
文
「
状
」
の
簡
⑪
裏
に
「
橡
課
」
と
あ
る
文
字
は
表
と
同
筆
で
あ
り
、
送
り
状
A
と
B
に
記
さ
れ
た
発
信
舞
踏
の
「
立
」
字
だ
け
が
こ
の
冊

書
の
中
で
別
筆
で
あ
る
。
こ
の
「
立
」
を
発
信
者
の
自
署
と
考
え
る
な
ら
ば
（
大
庭
一
九
九
二
）
、
こ
の
文
書
は
発
信
者
の
自
署
が
あ
る
以
上
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

し
や
控
え
で
は
な
く
、
橡
諌
が
書
写
し
令
史
立
が
署
名
し
た
記
録
そ
の
も
の
と
な
ろ
う
。
然
か
ら
ぼ
、
挙
劾
に
つ
い
て
の
令
史
立
の
供
述
を
橡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

課
が
記
録
し
た
も
の
が
丁
六
八
出
土
の
令
史
立
順
子
簡
な
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
事
か
ら
大
胆
に
推
測
す
る
な
ら
ば
、
挙
劾
者
は
弁
官
に
出
頭

　
⑫
し
て
同
趣
に
関
す
る
供
述
を
し
、
候
官
の
吏
が
そ
れ
を
記
録
し
て
「
愚
状
（
挙
劾
経
緯
）
」
（
本
文
「
状
」
・
送
り
状
A
）
と
告
発
文
（
本
文
非
「
状
」
・

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

送
り
状
B
）
を
作
成
す
る
。
候
官
の
吏
は
供
述
を
記
録
し
文
書
を
作
成
し
た
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
文
書
の
発
信
者
は
当
然
挙
劾
者
自
身

で
あ
る
。
候
官
で
は
送
付
用
に
「
劾
状
（
蝉
騒
経
緯
こ
の
写
し
を
作
成
し
郵
候
の
中
継
転
送
文
書
を
追
加
し
三
篶
県
へ
、
告
発
文
も
清
書
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

居
延
獄
へ
そ
れ
ぞ
れ
送
付
す
る
と
共
に
、
こ
の
文
書
を
保
管
し
た
。
そ
れ
が
T
六
八
出
土
の
劾
状
で
あ
る
、
と
な
ろ
う
か
。
馬
脚
で
の
文
書
作

成
の
際
、
郵
候
の
送
り
状
C
も
送
付
用
と
控
え
と
各
々
作
成
さ
れ
た
と
考
え
れ
ば
、
筆
跡
の
問
題
も
一
応
説
明
が
つ
く
。

　
ま
た
、
劾
状
で
は
耳
翼
者
発
信
の
送
り
状
A
と
鄭
候
の
中
継
転
送
文
書
C
が
同
一
日
附
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
は
緊
急
非
常
時
の
通
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

を
除
き
例
を
見
な
い
迅
速
さ
で
あ
る
が
、
こ
の
点
も
劾
状
冊
書
全
体
が
甲
蓮
歩
官
で
作
成
さ
れ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
説
明
し
得
な
い
だ
ろ
う
。
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2
　
送
り
状
の
位
置

　
劾
状
冊
書
復
原
作
業
の
最
後
に
、
送
り
状
の
位
置
を
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
紙
幅
の
都
合
で
結
論
だ
け
述
べ
て
お
こ
う
。
文

書
の
送
り
状
も
含
め
、
発
信
者
・
送
付
先
・
要
件
を
含
む
部
分
は
常
に
冊
書
末
尾
に
位
置
す
る
と
考
え
る
。
回
状
の
場
合
も
、
送
り
状
A
・
B

（
B
）
・
C
と
呼
ん
だ
部
分
は
冊
書
末
尾
に
位
置
す
る
。
従
っ
て
、
復
原
さ
れ
た
二
面
野
寄
の
排
列
は
、
本
文
「
状
」
＋
送
り
状
A
＋
送
り
状
C

の
「
劾
状
（
宮
漏
経
緯
ご
と
、
本
文
非
「
状
」
＋
送
り
状
B
（
ぴ
）
の
告
発
文
と
な
る
。
か
く
て
復
原
さ
れ
た
帯
状
冊
書
は
前
掲
の
通
り
で
あ
る
。

　
①
　
送
り
状
8
・
B
は
差
出
人
（
挙
劾
者
）
・
受
取
人
（
居
延
獄
）
・
芋
柄
（
「
劾
」
）
　
　
　
　
　
と
い
う
文
省
の
要
件
（
永
田
一
九
八
九
。
）
を
備
え
、
年
号
・
朔
日
を
明
記
す
る
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臼
附
が
あ
る
の
で
独
立
の
文
書
で
あ
る
（
大
庭
一
九
八
一
）
。

②
　
さ
ら
に
、
甲
渠
季
候
長
昌
林
劾
状
に
つ
い
て
B
は
己
丑
（
二
…
目
）
附
で
あ
る

　
が
、
そ
の
送
り
状
A
は
戊
子
（
二
〇
日
）
附
で
矛
盾
を
ぎ
た
す
。
た
だ
、
A
の
日

　
附
は
別
筆
で
あ
る
。

③
切
O
？
り
（
諺
。
。
研
y
目
・
勺
●
8
器
二
。
。
①
。

④
卜
。
。
。
・
回
α
の
「
謁
以
令
濃
霧
労
十
五
日
」
は
直
前
の
「
牒
」
の
記
載
に
基
づ
い
て

　
計
算
さ
れ
た
賜
餐
日
数
で
あ
る
か
ら
、
「
謹
都
前
置
堰
二
級
」
の
「
牒
」
は
秋
射
に

　
お
け
る
命
中
本
数
の
記
録
で
あ
ろ
。
同
じ
く
賜
労
申
請
文
書
の
図
．
男
．
円
ζ
n
①
“
H
o
。
純

　
に
は
「
謹
移
福
野
中
島
」
と
命
中
を
意
味
す
る
「
中
」
の
字
が
見
え
る
。

⑤
　
証
不
言
訪
律
に
つ
い
て
は
楡
偉
超
一
九
七
八
、
連
勧
名
一
九
入
六
な
ど
参
照
。

⑥
『
後
漢
書
』
伝
四
〇
彰
城
靖
王
恭
伝
「
国
難
累
痩
以
聖
上
、
因
護
奏
恭
祠
四
悪

　
言
、
大
逆
不
道
。
有
司
奏
請
謙
之
。
恭
上
書
自
警
。
朝
廷
以
其
素
著
行
義
、
令
考

　
実
、
無
徴
、
愚
僧
下
獄
、
会
赦
免
死
。
」
　
張
家
山
漢
律
に
は
他
筆
反
坐
の
規
定

　
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
（
李
学
勤
一
九
九
三
）
。
秦
代
の
誕
告
に
つ
い
て
は
籾
山
　
九

　
八
五
参
照
。

⑦
永
田
一
九
八
九
。
で
指
摘
さ
れ
た
帳
簿
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
も
こ
れ
に
含
め
得
る

　
だ
ろ
う
。

⑧
「
経
由
」
の
意
味
は
第
互
早
註
⑧
参
照
。

⑨
自
証
愛
書
の
場
合
、
証
言
が
偽
り
な
ら
ば
処
罰
の
対
象
と
な
る
の
で
、
前
も
つ

　
て
証
不
雷
訪
律
の
申
し
聴
か
せ
が
行
わ
れ
る
。
挙
劾
が
謳
告
で
あ
っ
た
場
含
も
こ

　
れ
と
同
様
に
挙
劾
者
は
処
罰
さ
れ
る
か
ら
、
そ
の
旨
前
も
っ
て
挙
劾
者
に
確
認
す

　
る
こ
と
、
証
不
言
請
律
と
同
一
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
挙
劾
の
供
述

　
は
候
官
で
行
わ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

⑩
簡
裏
面
に
「
操
諏
」
と
あ
る
国
●
男
・
国
b
。
卜
。
鱒
畿
添
。
。
も
O
な
ど
と
筆
跡
が
近
似
し

　
て
お
り
、
橡
諏
が
書
写
し
た
こ
と
は
確
か
と
い
え
る
。

⑪
　
「
は
じ
め
に
」
の
註
⑨
で
指
摘
さ
れ
た
点
も
、
劾
状
が
こ
の
様
に
作
成
さ
れ
た

　
と
考
え
れ
ば
理
解
さ
れ
よ
う
。

⑫
甲
島
守
候
長
昌
林
二
黒
の
よ
う
に
違
法
行
為
者
を
現
行
犯
で
逮
捕
し
て
瓜
田
し

　
た
も
の
が
あ
る
が
、
候
官
以
外
の
黙
で
は
そ
の
規
模
か
ら
考
え
て
達
法
行
為
者
の

　
拘
留
は
無
理
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
候
官
に
は
拘
留
揚
所
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

　
か
ら
（
角
谷
一
九
九
三
）
、
現
行
犯
逮
捕
の
場
合
は
速
や
か
に
警
官
へ
連
行
し
た
の

　
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

⑱
劾
状
の
忠
式
は
か
な
り
複
雑
で
誰
に
で
も
作
成
で
き
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
だ

　
ろ
う
。
そ
れ
故
、
挙
馴
者
が
黒
鍵
で
供
述
し
、
欝
式
に
習
熟
し
た
吏
が
文
書
を
作

　
成
す
る
と
い
う
形
を
取
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
国
．
℃
．
円
φ
Q
。
”
恕
は
釈
文
「
状
」

　
の
書
式
見
本
で
あ
る
が
、
候
官
の
吏
は
こ
れ
を
参
考
に
文
書
を
作
成
し
た
と
思
わ

　
れ
る
。

⑭
　
劾
状
は
候
官
所
在
地
以
外
か
ら
も
出
土
し
て
お
り
、
挙
劾
者
自
身
が
作
成
し
た

　
場
合
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
b
。
α
・
鼻
（
〉
卜
⊃
同
y
H
G
。
∵
一
G
。
（
諺
曽
）
・
国
・
眉
・
Q
Q

　
野
目
H
“
膳
な
ど
。

⑮
　
緊
急
非
常
時
の
通
知
で
あ
る
N
刈
。
。
・
刈
（
＞
H
O
）
で
は
、
甲
渠
雛
遊
の
上
申
文
書

　
と
そ
れ
を
承
け
た
居
延
都
尉
の
下
達
文
書
が
同
一
日
附
で
あ
る
。
通
常
の
文
誉
送

　
付
の
場
合
、
例
え
ば
墜
長
病
書
膿
で
は
隊
…
長
発
信
文
書
が
己
丑
（
＝
百
）
附
、
こ

　
れ
を
承
け
た
寮
長
の
中
継
転
送
文
書
は
辛
卯
（
五
日
）
附
で
二
日
か
か
っ
て
い
る
。
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結

び

以
上
で
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
適
状
の
冊
書
復
原
作
業
は
終
了
し
た
。
復
原
さ
れ
た
劾
状
は
纂
輯
者
発
信
細
面
気
候
宛
、
挙
劾
に
至
る
経
緯
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の
説
明
で
あ
る
「
劾
状
」
と
、
挙
劾
者
発
信
居
輪
橋
獄
宛
、
被
覆
黄
老
の
違
法
行
為
を
指
摘
す
る
告
発
文
と
の
独
立
し
た
二
文
書
で
構
成
さ
れ
、

「
劾
状
」
に
は
甲
渠
郭
候
発
信
の
居
延
県
宛
中
継
転
送
文
書
が
附
加
さ
れ
、
居
延
県
に
対
し
文
書
の
転
送
が
命
じ
ら
れ
て
い
た
。
転
送
先
は
太

守
府
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
冊
書
復
原
作
業
を
通
じ
て
言
い
得
る
挙
劾
及
び
劾
状
の
特
徴
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
富
貴
の
主
体
は
長
吏
を
除
く
候
官
所
属
の
吏
ほ
ぼ
全
て
で
あ
り
、
挙
劾
が
萸
の
職
掌
に
よ
り
限
定
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
挙
劾
の
対
象
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

な
る
者
は
T
六
八
出
土
二
黒
に
は
吏
と
民
間
人
し
か
見
え
な
い
が
、
敦
煙
で
は
卒
を
挙
撰
し
て
い
る
例
が
あ
り
、
吏
・
卒
・
民
の
区
別
無
く
全

て
挙
劾
の
対
象
と
な
り
得
る
。

　
挙
劾
の
対
象
と
な
る
違
法
行
為
は
、
傷
害
や
官
有
物
品
の
略
奪
、
違
法
越
境
・
逃
亡
等
の
所
謂
刑
事
的
違
法
行
為
に
限
定
さ
れ
ず
、
吏
の
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

務
不
履
行
も
含
ま
れ
る
。
た
だ
、
傷
害
事
件
や
職
務
不
履
行
で
も
獄
に
対
し
挙
脅
せ
ず
処
理
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
事
例
も
あ
り
、
挙
劾
実

施
に
つ
い
て
何
ら
か
の
判
断
基
準
の
存
在
が
推
測
さ
れ
る
。

　
挙
劾
案
件
と
挙
黄
老
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
挙
劾
案
件
の
内
容
に
よ
っ
て
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
刑
事
的
違
法
行
為
の
場
合
は
、
甲
堂
守
候

長
昌
林
贋
書
に
端
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
挙
劾
案
件
に
遭
遇
し
違
法
事
実
を
知
見
し
た
者
が
挙
召
し
て
い
る
の
で
、
挙
劾
案
件
と
挙
劾
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

特
定
の
関
係
性
は
な
い
。
た
だ
、
被
害
者
な
ど
の
当
事
者
は
挙
劾
者
に
な
っ
て
い
な
い
。
職
務
不
履
行
の
場
合
は
、
主
官
令
史
諏
劾
状
と
令
史

某
比
擬
と
も
に
信
管
が
挙
喫
し
て
い
る
。
被
挙
劾
者
の
職
務
不
履
行
は
令
史
だ
け
が
知
見
す
る
と
い
う
性
質
の
も
の
で
も
な
く
、
さ
ら
に
、
令

史
某
劾
状
で
は
挙
劾
案
件
発
生
時
に
そ
の
場
に
不
在
の
令
史
が
挙
細
し
て
い
る
。
こ
の
事
か
ら
、
職
務
不
履
行
に
つ
い
て
の
挙
劾
は
令
史
の
職

掌
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
挙
劾
は
被
挙
劾
者
の
逮
捕
未
逮
捕
と
は
無
関
係
に
、
挙
劾
者
が
違
法
行
為
を
知
見
し
た
時
点
で
な
さ
れ
る
。

　
違
法
行
為
の
思
惑
は
、
黙
認
管
轄
内
で
起
こ
っ
た
場
合
で
も
所
轄
の
候
官
で
は
な
く
県
獄
に
対
し
て
行
わ
れ
、
被
挙
劾
者
の
身
柄
も
県
獄
へ

護
送
さ
れ
る
。
こ
の
事
は
管
轄
内
で
発
生
し
た
違
法
行
為
で
も
属
官
に
は
独
自
に
裁
判
す
る
権
限
が
無
く
、
裁
判
権
は
県
獄
に
あ
っ
た
こ
と
を
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意
味
す
る
。
た
だ
、
主
官
記
史
課
劾
状
で
は
被
細
細
者
士
吏
凋
落
の
身
柄
は
県
獄
へ
護
送
さ
れ
て
お
ら
ず
、
候
官
で
処
理
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

同
じ
く
被
挙
望
遠
が
吏
で
あ
る
斎
食
立
星
状
で
は
三
斜
へ
身
柄
が
護
送
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
か
か
る
差
異
は
吏
の
身
分
で
は
な
く
挙
劾
内
容
に

因
る
よ
う
で
あ
る
。
薦
彊
の
挙
劾
内
容
は
「
軟
弱
不
等
襲
職
以
令
斥
免
」
と
い
う
職
務
不
履
行
に
関
す
る
も
の
で
、
他
の
刑
事
的
違
法
行
為
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

は
異
質
で
あ
る
。
裁
判
と
深
く
関
係
す
る
愛
書
に
こ
の
「
軟
弱
不
任
趣
意
律
令
斥
免
」
の
例
は
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
の
挙
劾
案
件
に
関
す
る
髪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

書
の
例
が
無
い
こ
と
も
、
職
務
不
履
行
と
他
の
刑
寮
的
違
法
行
為
と
の
取
り
扱
い
が
異
な
る
こ
と
を
示
唆
し
よ
う
っ
か
か
る
取
り
扱
い
の
差
異

は
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
違
法
行
為
の
挙
劾
自
体
は
案
件
の
内
容
に
拘
わ
ら
ず
県
獄
に
対
し
て
行
わ
れ
る
。

　
挙
劾
を
行
う
告
発
文
（
本
文
非
「
状
」
＋
送
り
状
B
（
矧
）
）
は
、
挙
聾
者
が
黙
認
な
ど
の
候
官
所
属
の
吏
で
あ
っ
て
も
、
、
所
属
候
官
を
中
継
す

る
こ
と
な
く
直
接
県
獄
に
送
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
は
挙
卜
者
が
県
獄
に
対
し
独
自
に
且
つ
直
接
挙
劾
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の

点
は
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
手
続
き
と
の
対
比
に
よ
っ
て
明
確
に
な
ろ
う
。
パ
ス
ポ
ー
ト
で
は
郷
高
夫
が
実
質
的
に
交
付
を
決
定
し
て
い
る
が
、

県
の
承
認
が
必
要
な
の
で
県
へ
の
上
申
文
書
の
形
態
を
取
る
。
県
に
交
付
権
限
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
劾
状
は
こ
れ
に
対
し
て
、
瓢
虫
者
は
直

接
県
獄
へ
挙
蔑
し
て
お
り
所
属
の
長
吏
で
あ
る
郭
候
の
承
認
を
必
要
と
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
と
先
述
の
挙
劾
が
職
掌
に
限
定
さ
れ
な
い
こ
と

か
ら
、
挙
劾
は
官
僚
機
構
か
ら
独
立
し
た
制
度
で
あ
る
と
い
え
る
。
劾
状
は
候
官
に
お
い
て
挙
溢
者
の
供
述
を
元
に
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
の
際
、
五
官
が
主
体
と
な
っ
て
被
挙
亡
者
に
対
し
番
謡
す
る
等
の
形
跡
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
、
心
意
の
か
か
る
独
立
性
を
示
す
も
の

で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
復
原
さ
れ
た
劾
状
冊
書
か
ら
知
り
う
る
限
り
で
、
都
尉
府
へ
報
告
さ
れ
た
形
跡
が
な
い
。
こ
れ
は
裁
判
権
の
所
在
と
関
連
す
る
重

要
な
問
題
と
な
っ
て
こ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
こ
れ
ら
の
点
か
ら
「
劾
」
は
吏
が
知
見
し
た
違
法
行
為
や
職
務
不
履
行
な
ど
の
「
告
発
」
に
当
た
る
だ
ろ
う
。
本
稿
冒
頭
に
挙
げ
た
鼠
裁
判

で
は
裁
判
の
最
初
の
手
続
き
と
し
て
鼠
の
逮
捕
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
被
挙
導
者
の
逮
捕
は
「
劾
」
の
前
提
で
は
な
く
、
「
劾
」
こ
そ
が
裁
判

手
続
き
の
最
初
で
あ
る
。
そ
し
て
裁
判
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
愈
愈
内
容
に
よ
る
裁
判
手
続
き
の
違
い
な
ど
も
含
め
、
軍
政
系
統
で
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あ
る
候
官
で
の
挙
劾
の
具
体
的
運
用
形
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
次
の
課
題
で
あ
る
。

①
　
δ
．
U
・
鑑
．
↓
①
”
ω
o
。
＼
㎝
一
Q
。
㌧
お
．
U
．
竃
．
目
一
b
っ
”
ω
。
。
÷
ら
。
㊤
＼
8
α
＋
O
㊤
①
。

②
　
戌
卒
の
傷
害
窺
件
（
お
よ
（
》
ω
。
。
）
と
躍
。
。
・
同
。
。
（
｝
G
。
。
。
）
）
や
職
務
不
履
行

　
の
処
罰
と
し
て
の
物
資
輸
送
が
見
え
る
（
佐
原
…
九
九
一
）
。

③
語
史
立
劾
状
で
は
傷
害
事
件
の
被
害
者
と
な
っ
た
皇
軍
夏
侯
諏
で
は
な
く
、
非

　
当
事
者
で
そ
の
場
合
に
偶
然
居
合
わ
せ
た
令
史
立
が
挙
劾
者
と
な
っ
て
い
る
。

④
第
二
章
二
節
所
掲
国
．
℃
●
頃
b
。
b
。
…
①
。
。
Φ
十
ざ
O
。

⑤
　
職
務
不
履
行
を
本
馬
し
た
主
思
令
史
諏
劾
状
に
は
「
以
此
雲
気
目
無
長
吏
使
劾

　
者
状
具
此
」
の
文
言
が
無
い
こ
と
も
こ
れ
と
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
。

⑥
被
挙
劾
者
に
は
吏
だ
け
で
な
く
属
も
含
ま
れ
、
ま
た
、
「
劾
」
が
被
挙
劾
者
未

　
逮
捕
の
時
点
で
も
行
わ
れ
る
点
か
ら
、
「
劾
」
は
弾
劾
や
起
訴
よ
り
も
告
発
に
近

　
い
。

日延漢簡劾状関係冊書の復原（鷹取）

　
【
引
用
文
献
】

池
田
雄
一
一
九
九
五
　
「
江
陵
張
家
山
『
奏
漁
書
』
に
つ
い
て
」
（
『
堀
敏
一
先
生
古

　
稀
記
念
　
中
国
古
代
の
国
家
と
民
衆
』
汲
古
書
院
）

市
川
任
三
一
九
六
四
　
「
居
延
簡
印
章
考
」
（
財
団
法
人
無
窮
会
『
東
洋
文
化
研
究
所

　
紀
要
』
五
）

鵜
飼
昌
男
…
九
入
八
　
「
漢
代
の
文
書
に
つ
い
て
の
｝
考
察
i
『
記
』
と
い
う
文

　
雷
の
望
み
隼
…
1
」
（
『
史
泉
』
六
八
）

大
庭
脩
一
九
五
三
　
「
難
詰
に
お
け
る
功
次
に
よ
る
昇
進
」
（
『
秦
漢
法
制
史
の
研
究
』

　
創
文
社
　
一
九
八
二
年
所
収
）

大
庭
脩
一
九
五
四

大
庭
脩
一
九
五
七

火
庭
脩
一
九
五
八

大
庭
脩
一
九
六
一

大
庭
脩
一
九
七
九

大
庭
脩
一
九
八
一

　
一
」

「
漢
代
の
関
所
と
パ
ス
ポ
ー
ト
」
（
浜
野
）

「
漢
の
官
吏
の
兼
任
」
（
同
町
）

「
鍵
書
考
」
（
問
石
）

「
居
延
出
土
の
詔
書
冊
」
（
同
右
）

『
木
簡
』
学
生
社

「
居
留
新
出
『
候
爵
君
所
責
憲
恩
事
』
冊
書
i
愛
書
考
補

　
　
　
　
（
『
秦
漢
法
制
史
の
研
究
』
所
収
）

大
庭
衛
一
九
八
二
a
　
「
簡
績
中
の
漢
律
令
無
文
」
（
同
志
）

大
庭
脩
一
九
八
二
b
　
「
漢
簡
に
み
え
る
不
道
犯
の
事
例
」
（
同
学
）

大
庭
脩
一
九
九
一
　
「
『
検
』
の
再
検
討
」
（
『
漢
簡
研
究
』
同
朋
舎
出
版
　
一
九
九
二

　
年
所
収
）

大
庭
脩
一
九
九
二
　
「
文
書
簡
の
署
名
と
副
署
試
論
」
（
同
門
）

佐
原
康
夫
一
九
九
一
　
「
居
延
漢
簡
に
見
え
る
物
資
の
輸
送
に
つ
い
て
」
（
『
東
洋
史

　
研
究
』
五
〇
1
一
）

徐
葦
芳
一
九
七
八
　
「
居
延
考
古
発
掘
的
新
収
穫
」
（
『
文
物
』
一
九
七
八
…
一
）

饒
単
願
・
李
均
明
一
九
九
五
　
『
新
葬
簡
輯
証
』
新
文
豊
出
版
公
司

角
谷
常
子
…
九
九
三
　
「
漢
代
屈
延
に
お
け
る
軍
政
系
統
と
県
と
の
関
わ
り
に
つ
い

　
て
」
（
『
史
林
』
七
六
一
｝
）

永
田
英
正
一
九
八
九
a
　
「
居
延
漢
簡
の
集
成
　
一
」
（
『
居
黒
蜜
簡
の
研
究
』
同
朋

　
舎
出
版
）

永
田
英
正
一
九
八
九
b

永
田
英
正
一
九
八
九
。

永
瞬
英
正
一
九
八
九
d

永
田
英
正
一
九
八
九
e

永
田
英
正
一
九
八
九
f

藤
田
高
夫
一
九
九
三

　
「
居
延
漢
簡
の
集
成
　
二
」
（
同
右
）

　
「
簿
籍
簡
績
の
諸
様
式
の
分
析
」
（
同
右
）

　
「
諸
腰
よ
り
み
た
る
漢
代
辺
郡
の
統
治
組
織
」
（
同
寸
）

　
「
居
延
漢
簡
に
み
る
候
宮
に
つ
い
て
の
一
試
論
」
（
同
右
）

　
「
再
び
卓
越
辺
郡
の
候
官
に
つ
い
て
」
（
同
右
）

「
漢
簡
中
に
見
え
る
軍
功
賞
賜
に
つ
い
て
」
（
『
古
代
文
化
』
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四
五
一
七
）

籾
山
明
一
九
八
五
　
「
秦
の
裁
判
制
度
の
復
元
」
（
林
巳
奈
夫
編
『
戦
国
時
代
出
土
文

　
物
の
研
究
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）

籾
山
明
一
九
九
二
　
「
霞
書
新
探
－
塾
代
訴
訟
論
の
た
め
に
i
」
（
『
東
洋
史
研

　
究
』
五
一
i
三
）

籾
山
明
一
九
九
五
　
「
居
延
新
人
『
駒
翌
旦
病
死
』
墨
書
－
逆
又
訴
訟
論
の
た
め

　
に
・
続
－
」
（
『
堀
敏
一
先
生
古
稀
記
念
中
国
古
代
の
国
家
と
民
衆
』
汲
古
書

　
院
）

愈
偉
超
一
九
七
八
　
「
略
釈
漢
代
獄
辞
文
例
」
（
『
文
物
』
一
九
七
八
－
一
）

米
田
賢
次
郎
一
九
五
五
’
　
「
帳
簿
よ
り
見
た
る
漢
代
の
官
僚
組
織
に
つ
い
て
」
（
『
東

　
洋
史
研
究
一
四
i
一
・
二
）

中
学
勤
　
九
九
三
　
「
江
舗
設
家
山
二
四
七
号
漢
書
竹
簡
に
つ
い
て
」
（
漢
簡
研
究

　
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
．
り
b
。
報
告
描
『
漢
簡
研
究
の
現
状
と
展
望
難
関
西
大
学
出
版
都
）

連
勧
名
一
九
八
穴
　
　
「
西
域
木
簡
所
見
《
漢
律
》
中
的
〃
証
不
言
請
”
律
」
（
『
文
物
』

　
一
九
八
六
…
　
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
研
修
員
　
字
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the　nature　of　government　control　between　the　1〈inai　and　other　regions

came　to　differ．

　　Although　authors　have　assumed　that　the　1〈inai　was　a　bastion　for　the

court　aristocracy，　this　is　fallacions．　Prior　to　the　Tail〈a　Reforms　of

645，狙ost　mdyake，　corPorations　devoted　to　supPorting　the　court，　existed

in　the　Kinai．　The　existance　and　function　of　these　Miyalee　played　a

decisive　role　in　the　formation　of　the　unique　character　of　the　Kinai

region．　Furthermore，　the　developinent　of　the　」〈inai　proved　to　be　of

epochal　significance　in　the　establishment　of　tlie　emperor－centered　polity

of　ancient　Japan．

Reconstructing　Han　Judicial　Procedure　through　the

　　　　　　　　　　　llezhzeang　（劾）1，犬）　Indictments

by

TAI〈AToRI　Yuji

　　Recently　discovered　wooden　documents　are　vaiuable　sources　for　the

study　of　Qin　and　Han　judicial　administration．　The　‘］i［ezhnang’　docu－

ments，　discovered　in　19．　73－4，　consist　of　a　series　of　records　pertaining　to

the　process　of　indictment　which，　when　anaiyzed　in　their　entirety，　are

particularly　illuminating　regarding　the　nature　o’f　Han　judicial　procedure．

The　‘Hezhuang’　indictments　include　two　documents　of　almost　identical

content　but　differing　function，　and　three　appended　invoices．　With

these　records，　one　can　reconstruct　the　complex　process　of　indictment

and　the　peculiar　nature　of　Qin　and　Han　judicial　administration．

（817）




